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「冷たい」と歓声が上がっていました。

　第23回真夏の雪まつりが８月14日㈮、松之山大厳寺
高原で開催されました。真夏とはちょっと言いがたい小
雨模様の天気でしたが、多くの家族連れでなどでにぎわ
い、パン食い競争や雪上綱引き大会などのゲームでは、
「冷たい」と歓声が上がっていました。

主な内容
・・・・・・・・・ 2-3

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4-5
・・・ 6-7

・・・・・・ 8-9
・・・・・・・・・・・・・・・・ 10-11
・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12-13
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16-21
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22

●地籍調査事業実施予定年度のお知らせ
●大地の芸術祭
●めざせ観光交流都市／信濃川水なしサミットほか
●おらどこの棚田じまん／市民水泳競技大会結果ほか
●地域の風～支所からのたより～
●きらめき青春／おーい！昔ほか
●まちの話題TOWN TOPICS
●はたログ
●お知らせ・ガイドほか
●この時　熱中・夢中

8.258.25
平成21年（2009） August   第106号平成21年（2009） August   第106号平成21年（2009） August   第106号市報市報市報市報市報市報市報市報とおかまち

8.258.258.258.258.258.258.258.258.258.258.258.25
平成21年（2009） August   第106号平成21年（2009） August   第106号平成21年（2009） August   第106号

TOKAMACHI



　
市
街
地
に
お
け
る
地
籍
調
査
事
業
は
、

平
成
22
年
度
か
ら
36
年
度
ま
で
の
15
か
年

間
で
実
施
す
る
計
画
で
す
。こ
の
事
業
は
、

一
筆
ご
と
の
土
地
の
境
界
確
定
は
も
と
よ

り
、
合
筆
や
分
筆
、
地
目
の
調
査
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
分
か
り
や
す
い
住
所
に
改

め
る
町
界
町
名
整
理
も
併
せ
て
行
い
ま
す

の
で
、
１
年
間
に
実
施
で
き
る
事
業
量
に

限
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
完
了
す

る
ま
で
に
は
長
期
間
か
か
り
ま
す
が
、
早

期
に
完
了
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

　
地
籍
調
査
事
業
を
早
期
に
完
了
す
る
た

め
に
は
、
効
率
よ
い
計
画
が
望
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
山
本
町
１
丁
目
か
ら
山
本
町
５

丁
目
を
平
成
22
年
度
に
計
画
し
ま
し
た
。

こ
の
区
域
の
周
辺
は
、
す
で
に
地
籍
調
査

が
完
了
し
て
い
る
こ
と
や
、
町
界
町
名
整

理
を
優
先
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
市
街
地

の
中
心
部
に
近
い
な
ど
の
理
由
か
ら
で

す
。

　
地
籍
調
査
事
業
は
、
計
画
区
域
が
完
了

す
る
ま
で
に
３
年
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
１

年
目
は
調
査
・
測
量
を
行
い
、
２
年
目
に

は
調
査
・
測
量
の
結
果
に
基
づ
き
作
成
し

た
地
籍
図
、
地
籍
簿
（
登
記
簿
に
記
載
す

る
内
容
）
の
閲
覧
（
確
認
）
を
行
い
ま
す
。

そ
し
て
、
３
年
目
に
こ
れ
ら
の
成
果
に
つ

い
て
県
知
事
の
認
証
を
受
け
、
法
務
局
へ

送
付
し
、登
記
簿
が
書
き
改
め
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
よ
う
や
く
住
所
と
し
て
使
用
で
き

る
状
態
に
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
22
年
度
に
実
施
す
る
山
本
町

に
つ
い
て
は
、
24
年
度
に
土
地
登
記
簿
が

書
き
改
め
ら
れ
、
皆
さ
ん
の
住
所
が
変
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
街
地
の
関
係
地
域
協
議
会
及
び
関
係

行
政
区
の
代
表
者
説
明
会
を
８
月
７
日
と

17
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
度

の
住
民
説
明
会
は
、
22
年
度
か
ら
24
年
度

ま
で
の
３
か
年
間
に
地
籍
調
査
事
業
を
実

施
す
る
予
定
地
域
を
対
象
と
し
、
９
月
１

日
か
ら
下
記
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
今
回

は
分
か
り
や
す
い
住
所
表
示
に
す
る
た
め

の
町
界
町
名
整
理
事
業
を
中
心
と
し
た
説

明
会
で
す
の
で
、
多
数
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

市
街
地
の
地
籍
調
査
事
業
は
15
か

年
計
画
で
実
施
す
る
予
定
で
す

来
年
度
は
山
本
町
１
丁
目
か
ら

５
丁
目
を
実
施
し
ま
す

新
住
所
表
示
は
調
査
に
着
手
し

て
３
年
後
で
す

22
年
度
か
ら
24
年
度
に
実
施
す

る
予
定
地
域
の
住
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

　
平
成
22
年
度
か
ら
市
街
地
の
地
籍
調
査
事
業
と
併
せ
て
実
施
す
る
町
界
町

名
整
理
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
7
月
10
日
号
の
市
報
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
実
施
予
定
年
度
や
住
民
説
明
会
の
開
催
日
程
な
ど
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

開催日時 会　場 対象行政区
９月１日㈫

午後７時30分
〜９時

常楽会館 山本町１丁目、山本町２丁目
９月２日㈬ 常楽会館 山本町３丁目、山本町４丁目、山本町５丁目

９月４日㈮ 十日町保健センター 本町１丁目上、本町１丁目下、本町東１丁目
本町西１丁目

９月７日㈪ 市流雪溝用水中継ポンプ場 十日町栄町
９月９日㈬ 中央公民館 本町２丁目、本町３丁目
９月14日㈪ 十日町保健センター 宮下町東、宮下町西
９月15日㈫ 十日町保健センター 昭和町１丁目
９月19日㈯ 中央公民館 諏訪町、神明町
９月24日㈭ 東部会館 関口樋口町、水野町、若宮町
９月25日㈮ 十日町保健センター 袋町東、袋町中、袋町西

《
住
民
説
明
会
日
程
表
》

　市街地で実施する地籍調査事業は、対象地域を15の区域に分割し、平成22年度から15か年計

画で実施します。なお、駅西と西本町の区画整理事業を実施している区域は除きます。また、町

界町名整理事業は、千歳町や妻有町などの住所と行政区が一致している区域は除きます。

市
街
地
の
地
籍
調
査
（
町
界
町
名
整
理
）
事
業

実
施
予
定
年
度
の
お
知
ら
せ

■
問
合
せ
　
建
設
課
地
籍
調
査
室
調
査
係

　
☎
７
５
７

｜

３
３
４
２

駅
西

区
画
整
理
地

西本町
区画整理地

駅
西

区
画
整
理
地

西本町
区画整理地

２５３

２５３

１１７

１１７

とお
かま
ち

信
　
濃
　
川

川　治　川

田
　
川

島
H35

H34
H33

H32

H36

H22

H23

H24
H27

H28
H25

H26

H29

H30

H31

高田町６丁目

高山第２～４

高田町三丁目東・西・南
高田町４・５丁目
千代田町
桜木町

春日町１～３丁目
千歳町１～３丁目
寿町１～４丁目
河内町
錦町１・２丁目
美雪町１～３丁目

山本町１～５丁目

本町１丁目上
本町西１丁目
袋町東・中・西
十日町栄町
昭和町１丁目

高田町１・２丁目
昭和町２・３丁目
西寺町
稲荷町３丁目南
七軒町
加賀糸屋町
泉町
駅通り（旭町）

本町４・５丁目
本町６丁目２
昭和町４丁目
稲荷町１・２丁目
稲荷町３丁目東
田中町東・西
田中町本通り
西浦町東・西（旭町）

本町１丁目下
本町東１丁目
本町東２・３丁目
宮下町東・西
諏訪町
神明町
関口樋口町
水野町
若宮町

学校町１・２丁目
川原町

上川町
田川町１～３丁目

西本町２・３丁目
稲荷町３丁目北
本町６丁目１・３
八幡田町
下川原町

稲荷町３丁目本通り
稲荷町４丁目
稲荷町西
西本町１丁目

地籍調査（町界町名整理）事業 実施計画図

※年度は地籍調査の着手年度
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■
問
合
せ
　
芸
術
祭
推
進
室

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

２
６
３
７

　
今
回
の
大
地
の
芸
術
祭
で
は
、
多
彩
な

作
品
と
と
も
に
、
市
民
が
来
訪
者
を
温
か

い
心
で
迎
え
る「
地
域
お
も
て
な
し
事
業
」

が
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。
今
年
春
か
ら

の
募
集
に
、
市
内
各
地
域
か
ら
68
団
体
の

申
込
み
が
あ
り
、
ア
ー
ト
作
品
の
案
内
所

の
設
置
や
冷
た
い
飲
み
物
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
地
域
独
自
の

取
り
組
み
で
、
遠
来
の
人
た
ち
と
の
交
流

の
輪
を
広
め
て
い
ま
す
。

　
国
道
１
１
７
号
か
ら
上
越
国
際
当
間
ス

キ
ー
場
に
向
か
う
途
中
、
道
路
の
右
側
に

３
０
０
本
以
上
の
長
い
白
い
竹
が
出
現
し

ま
す
。
斉
藤
健
さ
ん
、
黒
澤
清
高
さ
ん
の

作
品
「
み
ん
な
の
く
さ
む
ら
」
で
す
。
み

ん
な
が
憩
う
白
い
草
む
ら
の
隣
に
、
水
沢

市
ノ
沢
集
落
の
皆
さ
ん
が
運
営
す
る
お
も

て
な
し
処
「
く
さ
む
ら
れ
す
と
ら
ん
」
が

あ
り
ま
す
。

　
毎
週
土
・
日
曜
日
、
黄
緑
の
く
さ
む
ら

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
た
お
母
さ
ん
た
ち
が
、
自

慢
の
ち
ま
き
の
販
売
や
新
鮮
野
菜
、
麦
茶

な
ど
の
お
も
て
な
し
で
お
迎
え
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
毎
週
日
曜
日
に
は
す
ぐ
脇
を

流
れ
る
市
ノ
沢
川
で
魚
の
つ
か
み
捕
り
も

体
験
で
き
ま
す
。
残
暑
の
折
、
市
ノ
沢
に

涼
み
に
行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
８
月
１
日
㈯
正
午
か
ら
２
日
㈰
午
前
５

時
ま
で
、「
な
ぐ
も
原
　
結
い
の
里
」（
南

雲
）
を
会
場
に
「
ミ
ド
リ
祭
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
春
ま
で
一
面
菜
の
花
で
埋

め
尽
く
さ
れ
て
い
た
畑
が
、
一
転
野
外
ラ

イ
ブ
会
場
に
装
飾
さ
れ
、
雨
雲
を
蹴
散
ら

す
か
の
よ
う
な
熱
い
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
を
育
て
る
団
体
「
ノ
ー
ウ
ェ

ア
」
と
地
元
の
若
者
が
手
を
結
ん
だ
、
オ

ー
ル
ナ
イ
ト
の
野
外
音
楽
祭
で
す
。

　
企
画
し
た
ミ
ド
リ
祭
り
実
行
委
員
会

は
、幅
広
い
人
々
の
参
加
を
促
す
た
め
に
、

地
域
お
も
て
な
し
事
業
に
よ
り
無
料
ゾ
ー

ン
を
設
営
。多
彩
な
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、

来
訪
者
を
温
か
く
迎
え
ま
し
た
。

野
外
ラ
イ
ブ
に
地
域
の

　
　
　
　
　
　
　お
も
て
な
し

楽
し
さ
倍
増
！

各
地
で
市
民
の
お
も
て
な
し

水
沢
市
ノ
沢

　
　「
く
さ
む
ら
れ
す
と
ら
ん
」

　
１
か
月
前
か
ら
準
備
に
追
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
夜
通
し
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
な

の
で
、
人
手
が
足
り
な
く
て
。
で
も
、

多
く
の
仲
間
た
ち
が
協
力
し
て
く
れ
た

お
か
げ
で
、
無
事
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
み
ん
な
に
感
謝
で
す
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
国
内
で
活
躍

す
る
シ
ン
ガ
ー
た
ち
と
オ
ラ
ン
ダ
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
共
演
で
、
ヒ
ッ
プ
ホ

ッ
プ
や
レ
ゲ
エ
を
中
心
に
し
た
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
ど
う
し
て
も
若
者
中
心
に
な

り
が
ち
で
す
が
、
地
域
の
人
た
ち
や
大

地
の
芸
術
祭
に
訪
れ
て
い
る
人
た
ち
み

ん
な
と
楽
し
み
た
か
っ
た
の
で
、
お
も

て
な
し
企
画
を
組
み
入
れ
て
、
楽
し
さ

を
増
幅
さ
せ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
地
域
お
も
て
な
し
事
業
で
は
、
市
内

の
趣
味
の
会
の
人
た
ち
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
な
ど

の
手
作
り
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
コ
ー
ナ
ー

や
野の

点だ
て

で
お
茶
を
ふ
る
ま
う
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
た
り
、露
店
も
出
し
た
り
し
て
、

多
く
の
人
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
た

と
思
い
ま
す
。

　
雨
に
た
た
ら
れ
、
計
画
し
て
い
た
野

外
ラ
イ
ブ
も
急
き
ょ
屋
内
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
残
念
で
し
た
が
、
雨
雲
を

吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
熱
気
に
包
ま
れ
て

大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
良
か
っ
た
で

す
。
や
っ
ぱ
り
祭
り
は
最
高
で
す
。

ミドリ祭り実行委員会代表

金澤　純一さん（姿・28歳）

　
今
回
、
初
め
て
作
品
が
展
示
さ
れ
た
江

道
、
赤
倉
集
落
で
は
、
集
落
の
皆
さ
ん
が

作
家
の
作
品
制
作
に
協
力
す
る
と
と
も

に
、
地
域
お
も
て
な
し
事
業
で
来
訪
者
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　
江
道
集
落
内
の
土
蔵
に
展
示
さ
れ
て
い

る
「C

ro
ss C

lo
th

e
 H

e
a
th

」（
作
家
　

久
保
美
沙
登
さ
ん
）。
き
も
の
生
地
で
作

ら
れ
た
何
枚
も
の
花
び
ら
の
中
に
、
子
グ

マ
の
妖
精
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
愛
ら

し
い
作
品
で
す
。
土
蔵
の
１
階
で
は
、
集

落
の
皆
さ
ん
が
交
代
で
作
品
を
管
理
す
る

と
と
も
に
、
お
茶
や
お
菓
子
で
来
訪
者
を

も
て
な
し
ま
す
。
ま
た
、
作
品
が
、
道
路

を
行
き
交
う
多
く
の
人
の
目
に
留
ま
る
よ

う
に
と
、手
作
り
で
大
型
の
案
内
看
板（
写

真
上
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
赤
倉
集
落
で
は
、
芸
術
祭
の
開
催
に
備

え
て
早
く
か
ら
作
家
と
の
交
流
を
深
め
て

き
ま
し
た
。
作
家
の
浅
見
和
司
さ
ん
の
作

品
「
あ
か
く
ら
ん
」
は
、
全
世
帯
が
考
案

し
た
表
札
デ
ザ
イ
ン
を
手
ぬ
ぐ
い
（
写
真

下
）
と
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

３
人
の
作
家
が
作
品
を
展
示
し
て
い
る
旧

赤
倉
小
学
校
で
は
、
休
憩
所
を
設
け
て
麦

茶
の
サ
ー
ビ
ス
や
地
元
芸
能
で
あ
る
赤
倉

神
楽
の
ビ
デ
オ
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
９
月
５
日
㈯
午
後
８
時
か
ら
は

集
落
の
十
二
社
境
内
舞
台
に
て
神
楽
の
奉

納
上
演
も
行
い
ま
す
。

　
集
落
が
一
丸
と
な
っ
て
お
も
て
な
し
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
で
、
地
元
色
が
強

く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
中
里
地
域
で
は
「
お
も
て
な
し
事
業
」

を
９
か
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。「
冷
え
ェ

～
足
浴
、
休
足
所
」（
田
沢
本
村
）、「
休

憩
処
く
る
み
の
木
」（
東
田
沢
）、「
干
溝

薬
師
茶
屋
」（
干
溝
）、「
大
地
の
グ
ル
グ

ル-to
m

a
to

-

」（
東
田
尻
）、「
ほ
た
る
カ

フ
ェ
」（
西
田
尻
）、「
き
よ
つ
う
か
ふ
ぇ
」

（
芋
川
）、「
か
き
氷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
堀

之
内
）、「
あ
ら
や
し
き
食
屋
敷
」（
新
屋

敷
）、「
米
土
里
夢
お
も
て
な
し
処
」（
上

山
）。
ど
こ
の
「
お
も
て
な
し
処
」
も
、

基
本
的
に
は
週
末
に
開
き
、
冷
た
い
お
茶

に
温
か
い
人
情
で
の
お
も
て
な
し
で
、
皆

さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
い
て
、
作
品

巡
り
で
疲
れ
た
足
を
ゆ
っ
く
り
休
め
て
、

渇
い
た
の
ど
を
潤
し
て
は
い
か
が
で
す

か
。

　
室
野
地
区
で
は
地
域
の
お
も
て
な
し
事

業
と
し
て
、
８
月
１
日
㈯
、
室
野
城
の
池

広
場
で
「
真
夏
の
水
祭
り
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
室
野
城
の
池
広
場
は
城
川
ダ
ム
を

見
渡
せ
る
高
台
に
あ
り
、
５
つ
の
精
霊
像

が
立
ち
並
ぶ
「
自
然
と
文
化
の
出
会
う
公

園
」
（
作
家
　
ホ
ル
へ
・
イ
ス
マ
イ
ル
・

ロ
ド
リ
ゲ
ス
さ
ん
）
や
「
風
の
砦
」
（
作

家
　
杉
浦
康
益
さ
ん
）
が
鑑
賞
で
き
ま

す
。
「
風
の
砦
」
は
、
約
２
、
１
０
０
個

の
陶
板
を
積
み
上
げ
た
重
量
感
あ
る
作
品

で
、
作
家
と
集
落
の
皆
さ
ん
に
よ
り
組
み

立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
真
夏
の
水
祭
り
で
は
、
地
区
の
皆
さ
ん

に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
池
で
の
ボ
ー

ト
遊
び
、
手
作
り
の
と
こ
ろ
て
ん
の
ふ
る

ま
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
で
、
多
く
の

観
光
客
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

涼
し
い
お
も
て
な
し

室
野
地
区
「
真
夏
の
水
祭
り
」

中
里
地
域
で

　と
び
っ
き
り
の
お
も
て
な
し

ミドリ祭り会場でふるまわれた野点

江
道
・
猿
倉
・
赤
倉
　
　
　
　

　廃
校
・
土
蔵
で
お
も
て
な
し
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信濃川水なしサミット
めざせ！

観光
交流都市

観光交流課　☎757-3100

新潟DCのシンボルマーク

⑧

■
十
日
町
市
の
食
と
観
光
地
を
巡
る
お
得

な
バ
ス
プ
ラ
ン
︵
土
・
日
曜
日
、
祝
日
運

行
で
要
予
約
︶

今
年
は
3
つ
の
観
光
ツ
ア
ー
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
。

�
コ
ー
ス
１
�
は
『
そ
ば
王
国
・
十
日
町

名
物
「
へ
ぎ
そ
ば
」
と
日
本
三
大
○
○
を

存
分
に
楽
し
む
旅
』
で
す
。
こ
ち
ら
は
、

日
本
三
大
峡
谷
・
清
津
峡
、
日
本
三
大
薬

湯
・
松
之
山
温
泉
の
ほ
か
、
国
宝
・
火
焔

型
土
器
群
や
星
峠
棚
田
を
存
分
に
た
ん
能

で
き
ま
す
。
昼
食
に
は
十
日
町
名
物
「
へ

ぎ
そ
ば
」
を
味
わ
う
贅
沢
プ
ラ
ン
（
４
、

５
０
０
円
）
で
す
。

�
コ
ー
ス
２
�
は
、『
日
本
三
大
峡
谷
・
清

津
峡
と
新
米
ぬ
か
釜
炊
き
ご
飯
&
「
あ
ん

ぼ
」
で
お
も
て
な
し
ツ
ア
ー
』
で
す
。
紅

葉
が
美
し
い
清
津
峡
を
た
ん
能
し
、
昼
食

に
は
い
ろ
り
を
囲
ん
で
新
米
ぬ
か
釜
炊
き

ご
飯
と
地
元
郷
土
料
理
で
舌
鼓
。
ま
た
、

あ
ん
ぼ
作
り
体
験
を
地
元
の
お
母
さ
ん
た

ち
と
触
れ
合
い
な
が
ら
楽
し
め
る
プ
ラ
ン

（
４
、
５
０
０
円
）
で
す
。

�
コ
ー
ス
３
�
は
、『
大
地
の
芸
術
祭
２
０

０
９
秋
版
・
里
山
ツ
ア
ー
』
で
す
。
10
月

３
日
㈯
か
ら
11
月
23
日（
勤
労
感
謝
の
日
）

の
土
・
日
曜
日
、
祝
日
に
、
一
部
を
除
き

作
品
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
里
山
風
景

と
大
地
の
芸
術
祭
作
品
を
た
ん
能
で
き
る

プ
ラ
ン
（
５
、
８
０
０
円
）
で
す
。
い
ず

れ
も
首
都
圏
の
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
て
い
る
た
め
、越
後
湯
沢
駅
発
着
で
す
。

■
十
日
町
市
の
観
光
名
所
を
結
ぶ
定
期
観

光
バ
ス
の
運
行
︵
土
・
日
曜
日
、
祝
日
運

行
で
予
約
な
し
で
利
用
可
︶

　
十
日
町
駅
と
観
光
名
所
（
清
津
峡
行
き

と
松
之
山
温
泉
街
行
き
）
を
結
ぶ
2
本
の

観
光
バ
ス
を
約
1
時
間
間
隔
で
運
行
し
ま

す
。
ク
ロ
ス
10
や
棚
田
、
美
人
林
な
ど
に

も
立
ち
寄
る
た
め
、
観
光
客
が
気
軽
に
観

光
名
所
を
回
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
人

１
、
０
０
０
円
、
子
ど
も
５
０
０
円
で
1

日
乗
り
降
り
自
由
の
フ
リ
ー
パ
ス
チ
ケ
ッ

ト
で
、
十
日
町
駅
西
口
案
内
所
な
ど
で
販

売
し
ま
す
。

■
駅
か
ら
観
タ
ク
ン
︵
観
光
タ
ク
シ
ー
︶

の
運
行
︵
10
月
か
ら
運
行
開
始
で
当
日
予

約
も
可
︶

　
観
光
名
所
な
ど
を
十
日
町
駅
発
着
で
周

遊
（
２
時
間
６
、
０
０
０
円
）
す
る
観
光

タ
ク
シ
ー
プ
ラ
ン
で
す
。
国
宝
・
火
焔
型

土
器
群
や
神
宮
寺
巡
り
コ
ー
ス
、
着
物
文

化
に
触
れ
合
う
コ
ー
ス
、
石
彫
作
品
巡
り

コ
ー
ス
、
大
地
の
芸
術
祭
作
品
巡
り
コ
ー

ス
、へ
ぎ
そ
ば
小
盛
り
食
べ
比
べ
コ
ー
ス
、

和
菓
子
・
ス
イ
ー
ツ
の
食
べ
比
べ
コ
ー
ス

の
６
コ
ー
ス
で
す
。
十
日
町
市
の
観
光
地

巡
り
を
駅
か
ら
す
ぐ
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
大
変
お
得
な
プ
ラ
ン
で
す
。

　大地の芸術祭期間中のシャトルバスの運行と同様に、秋の新潟Ｄ

Ｃ期間中も観光客の移動手段の利便性を高めるため、駅と観光地を

結ぶバスや観光タクシーを運行します。今回は、秋の行楽シーズン

にお勧めのお得で魅力的な観光周遊プランを紹介します。

～十日町市の新潟デスティネーション
　キャンペーン（ＤＣ）の取り組み紹介
　「便利なツアーバス・タクシープラン編」～

　
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
は
か

り
、
地
域
住
民
に
人
権
問
題
に
対
す
る
正

し
い
認
識
を
広
め
る
た
め
、
県
内
５
地
区

に
分
け
て
地
域
人
権
啓
発
活
動
活
性
化
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
一
つ
を
十
日
町

市
で
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
人
権
に
関
す

る
標
語
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

　
標
語
は
、
既
に
全
国
共
通
標
語
と
し
て

使
用
し
て
い
る
「
み
ん
な
で
築
こ
う
　
人

権
の
世
紀
」
以
外
で
、
20
文
字
以
内
と
し

ま
す
。
語
調
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
募
集
す
る
標
語
の
う
ち
、
優
秀
作
品
に

つ
い
て
は
表
彰
す
る
ほ
か
、
ラ
ジ
オ
や
市

報
、
人
権
講
演
会
で
の
広
報
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
年
齢
や
職
種
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
の
で

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
締
め
切
り
は
９
月
30
日
㈬
で

す
。

　
応
募
の
際
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
ご
記
入
の
う
え
、
郵
送
、
F
A
X
、

電
子
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
合
せ

〒
９
４
８

｜

８
５
０
１
　
十
日
町
市
千
歳

町
３

｜

３
　
十
日
町
市
市
民
生
活
課
市
民

係
　
☎
７
５
７

｜

３
１
１
６
　

F
A
X

７
５
２

｜

６
９
２
４
　
Ｅ
メ
ー
ル

：

t-shim
in＠

c
ity

.tok
a
m

a
c
hi.lg

.jp

人
権
に
関
す
る
標
語
を

募
集
し
ま
す

■集合場所：つまりっ子ひろば（妻有大橋右岸たもと）

■対　象：小学生以上の健康な人

　　　　　（小学生は必ず親子ペアで参加）

■参加費：中学生以上3,000円、小学生無料

■定　員：午前の部・午後の部ともに各50人

■コース：ミオンなかさと付近～妻有大橋の間

■申込み期間：８月31日㈪～９月10日㈭

信濃川体感　ラフティングボート川下り体験
午前の部：午前９時集合　午後の部：午後０時30分集合

申込み・問合せ

水なしサミット事務局（克雪維持課内）

☎757-3198

　わたしたちのふるさとの大河、信濃川。より良い河川環境を取り戻すためには、情報交換と情報発信、そ

して何より信濃川に向き合い親しむことが大切です。とうとうと流れる信濃川を楽しみながら、信濃川がど

んな姿であるべきかをいっしょに考えていきましょう。

９月19日㈯開催

信濃川水なしサミット
～わがふるさとの大河　　　　　　
　　　これからの信濃川を考える～

第11回

ふ
る
さ
と
の
川
信
濃
川

　
　
　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

本
来
の
流
れ
が
戻
っ
た
「
と
う
と
う
と

流
れ
る
信
濃
川
」
を
テ
ー
マ
に
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。
プ
ロ
・
ア
マ
、

年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
川
の
風
景

や
人
と
の
か
か
わ
り
な
ど
を
写
真
に
収
め

て
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
間

　
平
成
22
年
２
月
１
日
㈪
～
28
日
㈰

　（
当
日
消
印
有
効
）

■
応
募
規
定

・
作
品
は
応
募
者
本
人
が
平
成
21
年
３
月

以
降
に
信
濃
川
の
減
水
区
間
沿
川
で
撮

影
し
、
同
一
ま
た
は
疑
似
作
品
が
ほ
か

の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
で
入
選
し
て
い
な

い
も
の
（
１
人
５
点
ま
で
）

・
サ
イ
ズ
は
四
つ
切
ま
た
は
四
つ
切
ワ
イ

ド
の
銀
塩
プ
リ
ン
ト
（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
で
撮
影
し
た
場
合
は
未
加
工
、
デ
ジ

タ
ル
で
あ
る
こ
と
を
応
募
票
に
明
記
）

・
入
選
作
品
は
返
却
不
可
（
入
選
作
品
以

外
の
作
品
で
返
却
を
希
望
す
る
場
合

は
、
応
募
時
に
切
手
を
は
り
あ
て
先
を

記
入
し
た
返
信
用
封
筒
を
提
出
）

・
入
選
作
品
の
権
利
は
主
催
者
に
帰
属

■
応
募
・
問
合
せ

　
克
雪
維
持
課
克
雪
利
水
係

　
　
☎
７
５
７
|
３
１
９
８

十日町市のデステネーション
キャンペーン用チラシ（表紙）

■会　場：つまりっ子ひろば（妻有大橋右岸たもと）

■対　象：十日町市・津南町の幼児と小・中学生

　　　　　（幼児と小学校低学年は保護者同伴）

■参加費：１人200円（当日徴収）

　※観察ガイドブックは１冊400円です

■コース：①昆虫観察コース　　　②植物観察コース

　　　　　③水生生物観察コース　④野鳥観察コース

■申込み期間：８月31日㈪～９月10日㈭

第９回 水辺の楽校
午前10時～正午

シンポジウム
午後４時～６時

■会　場：千手中央コミュニティセンター

■入場料：無料

■内　容

・事例発表　香野哲大氏（NPO法人新潟水辺の会世話人）

・パネルディスカッション

　「わがふるさとの大河　これからの信濃川を考える」

　コーディネーター：大熊孝氏

　　　　　　　　　　（NPO法人新潟水辺の会世話人）

　パネラー：関口市長ほか

■展示など

・「信濃川」が歌われている十日町市・津南町の校歌

・信濃川の減水時と現在の写真　
　とうとうと流れる信濃川を観ながら、家族や友人と川

辺での時間を過ごしてみませんか。

■会　場

　つまりっ子ひろば（妻有大橋右岸たもと）内多目的広場

■その他

・必要となる資材などは各自でご用意ください

・ごみは必ずお持ち帰りください

・一部、車両の乗り入れを規制する部分があります

川を観ながらdayキャンプ
～つまりっ子ひろばを開放します～

午前11時～午後６時
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クラス・種目 自由形 平泳ぎ 背泳ぎ バタフライ

小４以下男子 25ｍ 中嶋竜之介（吉田小） 小林　史明（川治小） 佐藤　 翔 （十日町小） 小杉　淳也（下条小）

小４以下女子 25ｍ 濱野　愛美（吉田小） 濱野　愛美（吉田小） 山田　花連（川治小） 山口　まみ（橘　小）

小５男子
25ｍ 小口　紋炉（松之山小） 内山　恭祐（松之山小） 丸山　大輔（下条小） 近藤　 翼 （下条小）

50ｍ 星名　洋輝（千手小） 星名　洋輝（千手小） 丸山　大輔（下条小） 近藤　 翼 （下条小）

小５女子
25ｍ 中嶋　未宇（吉田小） 蕪木陽菜多（西　小） 星野日菜子（下条小） 五十嵐奈央（東　小）

50ｍ 涌井　華香（鐙島小） 中嶋　未宇（吉田小） 岡村　 海 （田沢小） ―

小６男子
25ｍ 関口　友基（東　小） 関　　孔明（東　小） 古田島直希（下条小） 藤田　瞳吾（下条小）

50ｍ 西野　宏規（川治小） 関口　友基（東　小） 藤田　瞳吾（下条小） 小川　 匠 （十日町小）

小６女子
25ｍ 小宮山紗理（下条小） 小泉　奈々（下条小） 小杉　理奈（下条小） 小宮山紗理（下条小）

50ｍ 小林　 緑 （千手小） 小泉　奈々（下条小） 小杉　理奈（下条小） 庭野　優奈（東　小）

中学・高校男子 50ｍ ― ― ― 庭野　 祥 （十日町総合高）

中学・高校女子 50ｍ 綱　日菜野（下条中） 綱　日菜野（下条中） 小海　詩織（十日町高） ―

一
般

45歳以下男子
25ｍ 佐藤　心護 須藤　一毅 ― 樋口　博士

50ｍ 須藤　一毅 佐藤　心護 ― ―

45歳以上男子 25ｍ 阿部　昌義 山崎　六郎 ― 山崎　六郎

45歳以上女子 25ｍ 福原陽出美 福原陽出美 ― ―

リ
レ
�

小４以下混合 100ｍ 吉田の「よ」Ｂ

小５・６年混合 100ｍ 下条impactオレンジャー

中高一般 100ｍ Yes we can 新記録を〜 change

第５回市民スポーツ大会

７月26日㈰、西小学校プールで行われた市民水泳競技大会の結果をお知らせします。

（各種目１位の選手、敬称略）

十日町市民水泳競技大会結果第19回

子宮頸がん・乳がん検診無料クーポン券を発送しました
　市では、国が進めている「女性特有のがん検診推進事業」に伴い、６月30日現在で市内に住所を有する

下表の対象年齢の人に「子宮頸がん検診」または「乳がん検診」の無料クーポン券と検診手帳を発送しました。

◎既に市の検診を申し込んである人は、検診当日にクーポン券をお持ちください。無料で受診できます。
◎既に市の検診を受け、自己負担金を支払った対象者には払い戻しをします。クーポン券と同封の申込書に

必要事項を記入し申し込んでください。
◎対象者で、これから市の検診を希望する人は、11月以降に専用の検診日を設けます。クーポン券と同封

の申込書に必要事項を記入し申し込んでください。
◆詳しくは、クーポン券と同封の案内をご覧ください◆

※６月30日以降に十日町市に転入し、前住所で発行されたクーポン券をお持ちの人は、下記問合せまでご
連絡ください。十日町市のクーポン券と交換します。

乳がん検診 年齢

昭和43年４月２日生〜昭和44年４月１日生 40歳

昭和38年４月２日生〜昭和39年４月１日生 45歳

昭和33年４月２日生〜昭和34年４月１日生 50歳

昭和28年４月２日生〜昭和29年４月１日生 55歳

昭和23年４月２日生〜昭和24年４月１日生 60歳

子宮頸がん検診 年齢

昭和63年４月２日生〜平成元年４月１日生 20歳

昭和58年４月２日生〜昭和59年４月１日生 25歳

昭和53年４月２日生〜昭和54年４月１日生 30歳

昭和48年４月２日生〜昭和49年４月１日生 35歳

昭和43年４月２日生〜昭和44年４月１日生 40歳

●問合せ　健康支援課成人保健係　☎ 757-9764　または各支所市民課

●
募
集
内
容

①
山
の
上
の
棚
田
、
狭
い
沢
田
、
形
の
お

　
も
し
ろ
い
田
ん
ぼ
、
土
手
の
高
い
田
ん

　
ぼ
、
家
の
周
り
の
田
ん
ぼ
な
ど
、
個
人

　
や
地
域
で
耕
作
し
て
い
る
棚
田
・
沢
田

　（
や
ま
田
）
と
耕
作
者
あ
る
い
は
家
族
、

　
関
係
者
な
ど
が
い
っ
し
ょ
に
写
っ
て
い

　
る
写
真
。（
カ
メ
ラ
な
ど
が
な
い
場
合

　
は
、
代
理
撮
影
も
可
能
で
す
）

　
・
プ
リ
ン
ト
サ
イ
ズ
は
２
Ｌ

　（
電
子
デ
ー
タ
可
）

②
や
ま
田
の
由
来
や
耕
作
し
て
い
る
う
え

　
で
の
苦
労
話
、
自
慢
の
ポ
イ
ン
ト
を
　

　
１
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
た
コ
メ
ン
ト

　（
電
子
デ
ー
タ
可
）

●
応
募
条
件

　
十
日
町
市
内
の
現
在
耕
作
し
て
い
る
田

ん
ぼ
。（
形
状
や
面
積
な
ど
の
条
件
は
あ

り
ま
せ
ん
）

　
・
自
薦
、
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
。

●
応
募
方
法

　「
募
集
内
容
①
②
」
の
ほ
か
、
田
ん
ぼ

の
所
在
、
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
（
様
式
自
由
）
の
う
え
、

持
参
、
郵
送
も
し
く
は
電
子
メ
ー
ル
で
下

記
応
募
先
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
専
用
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジh

ttp
://w

w
w

.c
ity

.to
k
a
m

a
c
h
i.

n
iig

a
ta

.jp
/

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

ほ
か
、
総
合
政
策
課
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
室
、
各
支
所
、
各
公
民
館
な
ど
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
応
募
締
切

　
9
月
30
日
㈬
（
当
日
消
印
有
効
）

●
公
表
・
活
用

　
・
応
募
さ
れ
た
写
真
な
ど
は
、
市
な
ど

　
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
10
月
16
日

　
㈮
・
17
日
㈯
に
十
日
町
市
で
開
催
さ
れ

　
る
﹁
第
15
回
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
﹂
会

　
場
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
・
来
場
者
に
よ
る
投
票
な
ど
が
行
わ
れ

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
賞
品
あ
り
）

　
・
応
募
さ
れ
た
写
真
な
ど
は
、
協
働
の

　
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
、
そ
の
ほ
か

　
棚
田
を
保
全
・
活
用
し
て
い
く
事
業
に

　
利
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
・
応
募
者
や
耕
作
者
、
関
係
者
に
よ
る

　
意
見
交
換
会
な
ど
の
機
会
を
設
け
る
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
。

●
そ
の
他

　
・
応
募
さ
れ
た
写
真
な
ど
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

　
・
撮
影
が
自
力
で
は
困
難
な
場
合
は
、

応
募
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
合
せ

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ
ロ
ジ
�
ク
ト

委
員
会
　
〒
９
４
８
︱
８
５
０
１
　
十
日

町
市
総
合
政
策
課
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
室
内
　
☎
７
５
７
︱
３
６
９
３
　
Ｆ
Ａ

Ｘ
７
５
２
︱
４
６
３
５
　
Ｅ
メ
ー
ル

：

t-sog
o@

city
.toka

m
a
chi.lg

.jp

募

要

集

項

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
情
報
⑱

 
十
日
町
市
内
に
は
�﹁
に
ほ
ん
の
里
１
０
０
選
﹂
に
選
定

さ
れ
た
松
代
・
松
之
山
地
域
の
ほ
か
�
各
地
域
に
棚
田
や

沢
田
な
ど
�
先
人
か
ら
受
け
継
ぎ
長
い
年
月
に
わ
た
�
て

守
�
て
き
た
い
わ
ゆ
る
﹁
や
ま
田
﹂
が
数
多
く
あ
り
ま
す
�

 
こ
う
し
た
�
人
の
手
と
汗
で
人
知
れ
ず
作
り
続
け
ら
れ

て
い
る
棚
田
や
沢
田
を
�
市
民
み
ん
な
の
財
産
と
し
て
認

識
し
次
代
に
継
い
で
い
く
き
�
か
け
づ
く
り
と
し
て
�﹁
写

真
﹂
と
﹁
ひ
と
こ
と
コ
メ
ン
ト
﹂
を
募
集
し
ま
す
�
個
人
で
�

集
落
で
�
地
域
で
ふ
る
�
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
�

棚や
ま

田
じ
ま
ん
の
例
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ︵
慶
地
／
下
平
の
棚
田
︶

 
こ
こ
の
棚
田
は
約
２
町
歩
。
地
味
が
い
い
の
と
、
き
れ
い
な
わ
き

水
で
育
て
て
る
ん
だ
ん
が
、
う
ん
め
米
が
い
っ
ぺ
と
れ
ま
す
て
。

 
農
業
経
験
な
く
嫁
い
で
33
年
。
と
う
ち
�
ん
が
い
な
い
と
き
も
、

草
な
ぎ
係
長
と
し
て
頑
張
り
ま
す
。
 
小
宮
山
清
一
郎
・
マ
ツ
ノ
さ

ん
︵
漉
野
・
と
も
に
58
歳
︶

募集します 写真とひとこと

たっぽたっぽたっぽたっぽおらどこの棚田じまんたっぽたっぽたっぽたっぽ

やま

協働のまちづくりモデル事業「十日町市棚田プロジェクト」
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消
防
団
員
の
熱
い
夏
！

　
川
西
方
面
隊
が
大
躍
進

新潟県吹奏楽コンクール金賞受賞

　
克
雪
ダ
イ
ナ
モ
車
座
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

松之山保育園児が安全運転を呼びかけ！

ど
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　
第
２
部
の
車
座
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、「
歴
史
」「
農
業
」「
環
境
」
の
３
つ

の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
熱
い
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。「
農
業
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
車
座
で
は
、
地
元
農
業
者
か
ら
「
棚
田

地
域
の
農
業
者
が
高
齢
化
な
ど
に
よ
っ
て

立
ち
行
か
な
く
な
っ
て
い
る
」
な
ど
の
発

言
が
あ
り
、
樫
原
棚
田
村
代
表
の
谷
崎
氏

が
、自
ら
の
体
験
談
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
耕
作
放
棄
さ
れ
て
い
た
棚
田
を
大

地
の
芸
術
祭
の
作
品
と
し
て
復
活
さ
せ
た

芸
術
家
が
里
山
の
農
業
の
重
要
性
を
訴
え

る
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
地
元

農
業
者
が
、
棚
田
文
化

の
維
持
に
芸
術
が
ど
の

よ
う
に
か
か
わ
る
こ
と

が
で
き
る
か
に
つ
い
て

議
論
し
ま
し
た
。

　
７
月
27
日
㈪
、
午
後
５
時
か
ら
安
塚
高

校
松
之
山
分
校
を
会
場
に
、
約
１
０
０
人

が
参
加
し
、
大
地
の
芸
術
祭
イ
ベ
ン
ト
の

一
環
と
し
て
克
雪
ダ
イ
ナ
モ
車
座
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
車
座
で
語
ろ
う

：

未
来
を
作
る
山

の
芸
術
・
棚
田
の
文
化
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
第
１
部
で
は
基
調
ス
ピ
ー
チ
が
行

わ
れ
、
中
村
浩
二
氏
（
生
態
学
者
）、
谷

崎
勝
祥
氏
（
徳
島
県
上
勝
町
樫
原
棚
田
村

代
表
）、今
福
龍
太
氏
（
文
化
人
類
学
者
）、

浜
田
剛
爾
氏
（
美
術
家
）、
北
川
フ
ラ
ム

氏（
大
地
の
芸
術
祭
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

の
５
人
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
の
取
り
組
み
な

基調スピーチの様子

車座ディスカッションの様子

　夏の交通事故防止運動期間中の７月28日㈫、国道

353号線小谷公園沿いで、松之山保育園児が参加した

交通指導所が開設されました。この取り組みは交通安

全啓発活動の一環として行われているもので、10年

以上続いています。今年は年長児７人が、交通事故防

止を願い手作りの折り紙を渡しながら、通りかかる車

１台１台に元気良く、「安全運転をお願いします！」

と呼びかけました。運転手も思わずにっこりして「は

い」と返事を返し、安全運転を約束していました。後

日、上越市の人から、「プレゼントをありがとうござ

いました。これからも安全運転をします」とお礼状が

保育園に届き、園児も大喜びでした。

　８月６日㈭、長岡市立劇場で第50回新潟県吹奏楽

コンクールが開催され、松之山中学校吹奏楽部が中学

校Ｂ小編成の部で見事金賞を受賞しました。同校の吹

奏楽部員は13人しかいないため、ほかの部から３人

の応援を頼み、16人で春から県大会出場を目指して

練習に取り組んできました。７月25日㈯に開催され

た中越地区大会で金賞受賞と県大会出場を決めた後、

ほぼ毎日夏休みを返上して県大会での金賞を目標に練

習を重ねてきました。部長の長沢弘輝さんは、「応援

してくれた皆さんのおかげです。ありがとうございま

した。12月に行われるアンサンブルコンテストでも

金賞を目指して頑張りますので、応援をお願いします」

と喜びを語りました。

安
塚
高
等
学
校
松
之
山
分
校
で

　
克
雪
ダ
イ
ナ
モ
車
座
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　
８
月
２
日
㈰
、
第
60
回
新
潟
県
消
防
大

会
が
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
、
操
法
競
技
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
十
日
町
市
消
防
団

川
西
方
面
隊
第
３
分
団
（
橘
）
チ
ー
ム
が

十
日
町
地
区
支
会
（
十
日
町
市
・
津
南
町
）

代
表
で
出
場
し
、
見
事
第
３
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

　
当
日
、
会
場
に
は
選
手
の
家
族
や
川
西

方
面
隊
の
皆
さ
ん
の
ほ
か
、
バ
ス
４
台
で

70
人
を
超
え
る
大
応
援
団
が
駆
け
付
け
、

選
手
の
健
闘
を
祈
り
ま
し
た
。
出
場
18
チ

ー
ム
中
、
９
番
目
に
登
場
し
た
第
３
分
団

チ
ー
ム
は
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
出

し
切
り
、
見
事
な
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。

そ
し
て
緊
張
の
中
、
行
わ
れ
た
審
査
結
果

発
表
。「
第
３
位
、
十
日
町
市
消
防
団
川

西
方
面
隊
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
読
み
上
げ

ら
れ
る
と
、
十
日
町
地
区
支
会
応
援
席
か

ら
は
歓
声
が
わ
き
上
が
り
ま
し
た
。

　
選
手
、
サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
っ
た
川
西
方

面
隊
、
指
導
に
あ
た
っ
た
消
防
職
員
、
そ

し
て
何
よ
り
、
選
手
を
温
か
く
見
守
っ
た

家
族
と
地
域
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
愛

す
べ
き
故
郷
の
自
主
防
災
力
強
化
の
た

め
、
一
層
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

活躍した第３分団チームの皆さん

「操作、はじめ！」「ヨシッ！」勝負のとき、
いざ出陣！

◆おわび◆
芸術祭川西エリアガイドマップの訂正

　第４回大地の芸術祭川西エリア作品ガイドマ

ップに、３か所誤りがありました。次のとおり

訂正をお願いします。皆さんにご迷惑をおかけ

しましたことを深くおわびいたします。

①作品番号77　関口恒男さん作品『越後妻有

　レインボーハット2009』の解説文

　「2006年に引き続き、今回も水と鏡のプリズ

ムが作る虹を、シェルター状のドームに映しま

す。前回までは、訪れた人々が太鼓を叩
たた

く空

間でしたが、今回からは作家自身がDJとなり、

来訪者は踊ることにより創造的なものを、それ

ぞれの精神の中に生む場となります。今年は仁

田集落内にもレインボーハットが登場します。」

②作品番号53　笹川かおりさん作品前のおも

　てなし広場の名称

　「囲いのおっかぁ」※“プロジェクト”はつきません。

③作品番号80　剣持和夫さんの作品名

　「小白倉庭園」

　川西エリアガイドマップは、川西支所及び川西
トリエンナーレセンターにあります。

　８月３日㈪、千手中央コミュニティセンターで「夏休み子

ども教室」が開催されました。これは「ＮＰＯ地域支えあい

組織設立準備委員会（ほほえみ）」が、川西地域の小学生を

対象に試行事業として開催したもので、ボランティアやスタ

ッフを含めて80人が参加しました。理科の実験や自主学習、

料理教室など盛りだくさんの内容に、子どもからお年寄りま

で生き生きとした表情で楽しんでいました。

　準備委員会では、来年４月からのＮＰＯ法人としてのスタ

ートに向けて、現在準備を進めています。今後もこうした試

行事業を行いながら、地域の皆さんのご協力とご理解を得て

いきたいと考えています。

■ご意見・問合せ

「ＮＰＯ地域支えあい組織

設立準備委員会（ほほえ

み） 」（上野地区コミュニ

ティセンター内）

☎761-7744（ＦＡＸ兼）

Ｅメール：kawanisi-npo.

hohoemi@bell.ocn.ne.jp
何が起きるかな？ドキドキ・ワクワク、
景山先生の理科実験

夏休みを有意義に過ごそう！
～地域の子どもたちが大集合～
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昭和の十日町

しもう ポーツ
くろう 康

5

スポーツ振興課　☎ 752-3103

戦
い
の
傷
跡
も
残
っ
た
ま
ま
な
の

で
、
し
だ
い
に
体
力
が
衰
え
て
い

き
ま
し
た
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
、
野
々
海
の

息
子
た
ち
に
討
た
れ
て
し
ま
う
」。

そ
う
感
じ
た
蒲
生
�
池
の
主
は
、

姫
（
娘
）
を
連
れ
て
、
田
代
の
七

ツ
釜
に
引
っ
越
し
、
難
を
逃
れ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

先
祖
以
来
、
長
年
住
み
慣
れ
た

池
を
離
れ
、
蒲
生
の
村
人
た
ち
と

も
別
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
こ
の
ま
ま
だ
と
池
が
荒
れ
て
し

ま
う
す
け
、
ま
た
い
つ
か
帰
っ
て

き
て
く
ん
ね
か
の
」
と
い
う
村
人

の
願
い
を
聞
く
と
主
は
、「
17
歳

の
妊
婦
が
、
闇
夜
の
深
夜
に
黄
金

の
く
わ
で
３
回
う
な
え
ば
、
必
ず

元
ど
お
り
の
池
と
な
り
、
わ
し
も

帰
っ
て
く
る
」
と
、
去
り
が
た
い

思
い
を
込
め
て
答
え
ま
し
た
。

ま
た
、「
日
照
り
が
続
い
て
困

っ
た
と
き
は
、
七
ツ
釜
に
雨
ご
い

の
水
を
も
ら
い
に
来
る
よ
う
に
。

善
光
寺
の
お
血
脈
札
を
ふ
ち
に
投

げ
込
ん
で
、
そ
れ
が
沈
ん
だ
と
こ

ろ
が
わ
し
の
居
場
所
じ
ゃ
」
と
も

言
い
置
き
、
名
残
を
惜
し
み
つ
つ

天
に
昇
り
、
姫
と
と
も
に
七
ツ
釜

へ
と
去
っ
て
行
き
ま
し
た
。

以
来
、
蒲
生
の
村
人
た
ち
は
、

日
照
り
が
続
く
と
七
ツ
釜
に
雨
ご

い
の
水
を
も
ら
い
に
行
き
、
そ
の

水
を
使
っ
て
雨
ご
い
を
す
る
と
必

ず
雨
が
降
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
蒲
生
の
村
の
人
た
ち
が
水
を

も
ら
っ
た
ふ
ち
は
、い
つ
し
か「
蒲

生
が
ふ
ち
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

蒲
生
の
人
た
ち
が
待
ち
望
ん
だ

主
の
蒲
生
�
池
へ
の
帰
郷
は
、
つ

い
に
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
や

が
て
、
少
し
ず
つ
蒲
生
�
池
も
干

拓
さ
れ
、
美
し
い
田
ん
ぼ
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

No.5

戦時下の中学生

〈
五
十
〉

「
七
ツ
釜
物
語

　その
一
」

 

の
巻

（
蒲
生
）

十日町市体育協会

街中ウォーク　目指せ世界一周40,000㎞
８月８日現在の歩行距離　3,378㎞

昭和12年秋、国民精神総動員が唱

えられ、学校生活は急激に戦時色を強

めていきました。その年の夏休みから

集団的勤労作業が始まり、15年にな

ると、中学生は十日町赤倉分教場に合

宿して製炭作業に動員されました。女

学生は各家庭から不用になった炭俵の

回収作業を行いました。

● 撮影時期：昭和15年ころ

● 撮影場所：赤倉付近（推定）

事務局　市総合体育館内　☎761-7577

　梅雨の合間を縫って各地区で体育祭が開催され、地

区民総参加でスポーツを楽しみ、連帯感や郷土愛を育

みました。

第48回 中条地区体育祭〈７月19日㈰ 中条小学校〉
優勝：北原　２位：上原　３位：中条峠

第33回 松之山ゆとり大運動会
〈７月25日㈯ 松之山グラウンド〉

第５回 中里地区体育祭〈７月26日㈰ 中里中学校グラウンド〉
優勝：第１地区　２位：第３地区　３位：第６地区

宮
嶋
由
果
さ
ん
、
川
田
瑞
月
さ
ん
、
太
田
健
也

さ
ん

─
─

み
ん
な
が
や
り
た
く
て
や
っ
て
い
る

の
で
ま
と
ま
り
が
良
い
で
す
。
悪
い
と
こ
ろ
は

お
互
い
に
注
意
し
合
い
、
楽
し
く
歌
う
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
目
標
は
県
大
会
出
場
。
少

し
緊
張
し
ま
す
が
、
今
ま
で
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
て
楽
し
め
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
聴

い
た
人
に
「
水
沢
中
は
す
ご
い
」
と
感
動
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
演
奏
を
心
が
け
た
い
で
す
。

矢
野
伸
治
先
生

─
─

歌
う
こ
と
が
好
き
な
生
徒

た
ち
な
の
で
、
笑
顔
で
大
会
を
終
わ
れ
る
よ
う

に
、
自
分
た
ち
の
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
で
す
。
昨
年
好
評
だ
っ
た
文
化

祭
で
の
発
表
に
も
、
力
を
入
れ
て
練
習
し
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
合
唱
に
限
ら
ず
、
本

当
に
音
楽
を
楽
し
む
た
め
に
、
自
分
に
厳
し
く

技
術
を
磨
き
、
や
り
遂
げ
た
後
の
達
成
感
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　第76回ＮＨＫ全国学校音楽コンクール中越地

区大会（８月11日㈫開催）へ向けて、吹奏楽部

員と選択授業で音楽を学んでいる生徒、そして有

志の生徒が集まり結成された特設合唱部。それぞ

れ立場が違う生徒たち35人の共通点は、歌うこ

とが好きなこと。練習メニューも自分たちで考

え、休み時間にも自然と歌を口ずさむ姿が見られ

ます。学年を超えて一致団結し、澄んだ響きを奏

でます。

水沢中学校　特設合唱部

　特設合唱部は、惜しくも県大会出場は果たせなかっ
たものの、中越地区大会で見事金賞に輝きました。

今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
の
こ
と
。

蒲か

も

う生
�が

池い
け

の
主
の
竜
神
は
、
野の

の々

海み

の
池
の
主
と
婿
取
り
話
の
遺
恨

を
め
ぐ
っ
て
死
闘
を
演
じ
、
片
目

を
失
い
な
が
ら
も
、
名
刀
蛇じ

�

切き
り

丸ま
る

を
も
っ
て
、
よ
う
や
く
こ
れ
を
倒

し
ま
し
た
。（「
お
ー
い
　
昔 

五
」

参
照
）

討
た
れ
た
野
々
海
の
池
の
主
に

は
３
人
の
息
子
が
い
ま
し
た
が
、

こ
の
と
き
は
難
を
逃
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
父
を
倒
さ
れ
た
息

子
た
ち
は
、「
い
つ
か
父
の
仇あ
だ

を

討
っ
て
や
る
」
と
、
蒲
生
�
池
の

主
を
倒
す
た
め
に
日
夜
武
芸
に
励

ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
動
き
を
知
っ
た
蒲
生
�
池

の
主
は
、
野
々
海
の
池
の
息
子
た

ち
の
来
襲
に
備
え
、
庚
申
講
の
仲

間
に
頼
ん
で
池
の
周
り
に
し
め
縄

を
張
り
め
ぐ
ら
し
、
大
蛇
が
嫌
う

金
物
を
下
げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
さ
す
が
の
つ
わ
も
の

の
蒲
生
�
池
の
主
も
年
を
と
り
、

！

12市報とおかまち『だんだん』平成21年8月25日号市報とおかまち『だんだん』平成21年8月25日号13



事業所情報紙
と・お・か・ま・ち

十日町の働く現場を紹介します。 ■問合せ　産業振興課　☎757-3139

株式会社　フラワーホーム
　代 表 者：代表取締役　藤田　真実
　所 在 地：十日町市中条甲921-1
　連 絡 先：☎752-5477
　Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.flower-h.com/
　従業員数：20人
　事業内容：住宅建築
　　　　　　不動産業
　　　　　　リフォーム
　採用計画：若干名
　理念/方針：誇れる住まい・
　　　　　　街・社会づくり

株式会社　桐　屋
　代 表 者：代表取締役社長　田村　憲一
　所 在 地：十日町市明石町３
　連 絡 先：☎757-0525
　Ｕ Ｒ Ｌ：http://suizankoubou.com/
　従業員数：42人
　事業内容：織物業
　　　　　　染織加工
　採用計画：未定
　理念/方針：現代的で
　　　　　　個性ある
　　　　　　きものづくり

認知症予防講演会－ボケない町を目指せ－

コ
モ
市
か
ら
青
少
年
交
換
留
学
生

あの日のことを忘れない　原水爆禁止市民大会

　８月６日㈭、原水爆禁止十日町市協議会主催による第55回原水爆
禁止十日町市民大会が、約300人の市民の参加のもとキナーレ北側「平
和の火」前で行われました。式典では、平成20年度広島市派遣生徒
代表の春日勇輝さん（六日町高１年）、上村恵さん（十日町高１年）、
山口椋さん（六日町高１年）が、「広島でたくさんのことを学びました。
印象的だったのは戦争の怖さや原爆の恐ろしさなど、被爆者から戦争
体験を伺えたことでした。今、日本中の人たちが笑っていられるのも
原爆の恐ろしさを語り継いでいる人がいるからです。同じ過ちを繰り
返さないように、平和の大切さを訴えていきたい」と感想を述べまし
た。参加者は広島への原爆投下時刻に黙とうを行い、平和への思いを
新たにしました。

　 「ボケは防げる・治せる」と題した講演会が、８月５日㈬、
市民会館で開催されました。講師は十日町市合併以来、毎年
市内で講演をしている高槻絹子さん（エイジングライフ研究
所副所長）。講演では、いわゆる大ボケになったら治らない
かもしれないが、小ボケ、中ボケであればリハビリしだいで
治ることや、今日元気だった人が明日突然ボケるわけではな
いことなどが紹介され、ボケの予防として、人生を楽しむこ
とと、行政による相談窓口やボケ予防教室への参加を訴えて
いました。講演会に訪れた約400人の市民は、ときどき笑い
も交える講師の話に真剣に耳を傾けていました。

　

８
月
２
日
㈰
か
ら
15
日
㈯
ま
で
の
日
程
で
十

日
町
市
を
訪
れ
て
い
た
、
イ
タ
リ
ア
・
コ
モ
市

か
ら
の
交
換
留
学
生
の
ク
ラ
ラ
・
ブ
レ
ン
ナ
さ

ん
（
26
歳
）
と
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ザ
ン
ブ
ラ

さ
ん
（
18
歳
）
が
８
月
５
日
㈬
、
関
口
市
長
を

訪
問
し
ま
し
た
。
関
口
市
長
に
自
己
紹
介
し
た

後
、
８
月
３
日
㈪
に
浴
衣
姿
で
見
物
に
出
か
け

た
長
岡
ま
つ
り
花
火
大
会
の
印
象
な
ど
を
話
し

て
い
ま
し
た
。
二
人
は
昨
年
暮
れ
か
ら
正
月
に

か
け
て
２
週
間
コ
モ
市
に
留
学
し
た
関
谷
貴
子

さ
ん
と
佐
藤
佑
さ
ん
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
、
開
催
中
の
大
地
の
芸
術
祭
な
ど
を
楽
し
み

ま
し
た
。

その９

株式会社　桐　屋

株式会社　フラワーホーム

桐屋は、江戸・寛永年間の創業で、現在は９代目になります。明治14年には、

第２回内国勧業博覧会で「数
す

奇
き

屋
や

縞
じま

」という織物を出品し、産地として最も古

いといわれる褒賞を国から受けています。十日町は数ある産地の中でも時代を

早く読み、そのニーズに合わせたきものを作り成功してきました。桐屋でも、

麻織物から絹織物へ、織物から後染めへと転換し、濃地の引き染技術では東京

や京都のきものの集散地でも高い評価を受けました。

その後、辻が花模様のデザインに絞りを入れ、現代的で個性を感じさせる「夢

幻辻が花」を製作。デザインから手描き、絞りなどの全工程をすべて一貫生産

しています。着る人の好みに合わせ、華やぎや高級感を表現したモダンテイス

トのきもの作りに挑戦しています。昭和町にある営業棟では常時新作を展示し

ていますので、興味のある人は気軽に立ち寄ってみてはいかがでしょうか（平

日のみ）。

きもののまち十日町で、今なお時代に挑戦し続ける事業所です。

～江戸時代から十日町で織物を創始、明治時代には国から褒賞を受ける
など歴史ある織物メーカーです。室町桃山期の辻

つ じ

が花染を「夢幻辻が花」
として現代によみがえらせ、独自なきもの作りに挑戦しています～

～県産ブランド越後杉を使い、住む人の幸せづくりのお手伝いができる
家づくりをモットーとする工務店です。’08第３回越後杉デザインコ
ンぺティションで最優秀賞を受賞しました～

昭和58年、当時の藤田木材㈲から独立し創業しました。住まいはそこに住む

人の幸せな入れ物という企業理念のもと、安心・快適でデザインを重視し、テー

マのある家づくりをしています。社名は、建設会社の中でも明るく、優しく、そ

してお客様のニーズ（つぼみ）をいっしょに咲かせていくことを使命と考え、「フ

ラワーホーム」と名付けました。’08第３回越後杉デザインコンぺティションで

最優秀賞を受賞したモデルハウスは、「ふたリズムの家」として長岡造形大学の

後藤哲男教授が設計し、フラワーパーク高山にあります（写真左）。モデルハウ

スはカルチャー教室として地域の皆さんへ開放しています。地場工務店は地域

と密着し、地域の人たちの役に立つことも使命と考えています。毎朝行う25

分間の朝礼では、クレーム報告や来客予定を社員全員で確認し、行き届いたサ

ービスができるように努力しています。

顧客本位の仕事をし、県外からも人材が集まる事業所です。

※はたログ掲載事業所を募集しています。詳しくは産業振興課まで 14市報とおかまち『だんだん』平成21年8月25日号

　このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（☎
757─3112）へ、気軽にお寄せくださ
い。

tokamachi topics
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大
切
な
人
な
ど
を
失
っ
て
お
こ
る

悲
嘆
や
喪
失
へ
の
ケ
ア
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。
●
日
時
＝
９
月
４
日
㈮
午

後
１
時
30
分
～
４
時
30
分
●
会
場
＝

ま
つ
だ
い
ふ
る
さ
と
会
館
●
入
場
料

＝
無
料
●
内
容
＝
講
演
「
大
切
な
人

や
対
象
を
失
っ
て
お
こ
る
心
身
の
変

調
」
村
上
典
子
氏
（
神
戸
赤
十
字
病

新
潟
県
中
越
大
震
災
復
興
基
金
事
業

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
講
演
会

●
日
時
＝
９
月
１
日
㈫
・
８
日
㈫
・

15
日
㈫
・
29
日
㈫
午
前
10
時
～
11
時

●
会
場
＝
市
民
体
育
館
●
対
象
＝
１

歳
～
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
中
央
公

民
館
（
☎
７
５
７
―
５
０
１
１
）

十
日
町
お
や
こ
劇
場

〜
お
は
な
し
て
ん
こ
も
り
〜

●
日
時
＝
９
月
12
日
㈯
午
前
10
時
～

●
対
象
＝
園
児
～
小
学
生
●
会
場
・

問
合
せ
＝
中
里
公
民
館
（
☎
７
６
３

―
２
４
９
３
）

●
日
時
＝
９
月
12
日
㈯
午
前
10
時
～

11
時
●
会
場
＝
下
条
公
民
館
●
対
象

＝
乳
幼
児
～
小
学
生
●
問
合
せ
＝
水

な
か
よ
し
ラ
ン
ド

●
日
時
＝
９
月
12
日
㈯
午
後
２
時
～

●
対
象
＝
幼
児
～
小
学
生
●
入
場
料

＝
無
料
●
内
容
＝
影
絵
劇
「
や
ま
ん

ば
と
お
ふ
だ
」
ほ
か
●
会
場
・
問
合

せ
＝
情
報
館
（
☎
７
５
０
―
５
１
０

０
）
※
９
月
の
「
ど
ん
ぐ
り
お
は
な

し
の
へ
や
」
は
あ
り
ま
せ
ん

●
日
時
＝
９
月
12
日
㈯
・
26
日
㈯
午

前
10
時
30
分
～
11
時
●
対
象
＝
乳
幼

児
●
会
場
・
問
合
せ
＝
情
報
館
（
☎

７
５
０
―
５
１
０
０
）

ぐ
り
ぐ
ら
ル
ー
ム

　
秋
の
ブ
ナ
林
の
中
で
、
親
子
で
自

然
観
察
や
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
づ
く

り
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
な
ど
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
９
月
12

日
㈯
午
後
１
時
～
４
時
●
会
場
＝
ベ

ル
ナ
テ
ィ
オ
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
※

雨
天
の
場
合
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
セ
ン
タ

ー
●
参
加
費
＝
無
料
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
９
月
８
日
㈫
ま
で
に
観
光
交

流
課
（
☎
７
５
７
―
３
１
０
０
）

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

　
食
を
基
本
に
健
康
づ
く
り
を
始
め

ま
せ
ん
か
。
地
域
で
健
康
づ
く
り
を

支
援
す
る
人
を
養
成
す
る
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。
●
期
間
＝
10
月
１
日
㈭
～
12

月
中
旬
ま
で
月
２
回
程
度
●
対
象
＝

63
歳
未
満
で
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に

食
生
活
改
善
推
進
活
動
に
参
加
で
き

る
人
●
参
加
費
＝
１
、２
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
）
※
実
習
材
料
費
が
別
途

必
要
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
９
月
15

お
は
な
し
ぴ
よ
ぴ
よ

お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ

●
日
時
＝
９
月
10
日
㈭
午
前
10
時
～

11
時
●
対
象
＝
乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者
●
会
場
・
問
合
せ
＝
情
報
館
（
☎

７
５
０
―
５
１
０
０
）

お
は
な
し
の
会
「
ふ
き
の
と
う
」

ど
ん
ぐ
り
影
絵
お
た
の
し
み
会

　
９
月
は
人
形
劇
「
ま
ん
ま
る
パ
ン
」

を
行
い
ま
す
。
●
日
時
＝
９
月
19
日

㈯
午
前
10
時
～
11
時
●
会
場
＝
千
手

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ

●
日
時
＝
９
月
の
毎
週
木
曜
日
午
前

10
時
～
11
時
●
対
象
＝
未
就
園
児
と

そ
の
保
護
者
●
参
加
費
＝
１
回
１
０

０
円
●
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
＝

水
沢
公
民
館
（
☎
７
５
８
―
３
１
０

１
）

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
●
対

象
＝
乳
幼
児
～
小
学
３
年
生
●
問
合

せ
＝
山
田
（
☎
７
６
８
―
３
８
６
５
）

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
加

賀
文
庫
の
絵
本
の
貸
し
出
し
も
行
っ

て
い
ま
す
。
●
日
時
＝
９
月
５
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分
●
会

場
・
問
合
せ
＝
十
日
町
お
や
こ
劇
場

事
務
所
・
加
賀
書
院
（
☎
７
５
２
―

２
１
１
４
）

あ
て
ま
森
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
セ
ミ
ナ
ー

院
心
療
内
科
部
長
）、
講
演
「
身
近

な
人
を
亡
く
し
た
人
々
の
思
い
」
黒

川
雅
代
子
氏
（
龍
谷
大
学
短
期
大
学

部
社
会
福
祉
科
准
教
授
）
●
問
合
せ

＝
新
潟
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
５
―
２
８
０
―
０
２
７
０
）

ま
た
は
松
代
支
所
市
民
課
健
康
・
子

育
て
係
（
☎
５
９
７
―
２
２
２
１
）

落
（
☎
７
５
６
―
２
２
５
４
）

　
商
店
街
を
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
で
探
索

し
な
が
ら
、
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

街
中
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク

し
ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
９
月
19
日

㈯
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分
（
受

付
６
時
～
）
※
雨
天
決
行
●
集
合
場

所
＝
キ
ナ
ー
レ
●
参
加
費
＝
無
料
●

持
ち
物
＝
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
健
康

保
険
証
（
写
し
可
）、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
カ
ー

ド
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
９
月
10
日

㈭
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
７

５
２
―
３
１
０
３
）

●
日
時
＝
９
月
５
日
㈯
午
後
２
時
～

（
開
場
１
時
30
分
）
●
会
場
＝
市
民

会
館
●
入
場
料
＝
１
、
０
０
０
円
●

内
容
＝
▼
第
１
部

：

記
念
演
奏
会

『
里
山
の
秋
、
日
本
の
こ
こ
ろ
を
散

歩
す
る
箏こ
と

と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
調

第
15
回
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
応
援
企
画

笹
山
遺
跡
縄
文
土
器
国
宝
指
定

10
周
年
記
念
演
奏
会
・
講
演
会

　
十
日
町
市
母
子
福
祉
い
つ
美
会

は
、
母
子
・
父
子
家
庭
や
寡
婦
の
皆

さ
ん
の
生
活
向
上
を
目
的
に
運
営
さ

れ
て
い
る
団
体
で
す
。
慰
安
事
業
に

十
日
町
市
母
子
福
祉
い
つ
美
会

慰
安
事
業
を
行
い
ま
す

●
日
時
＝
９
月
12
日
㈯
午
後
７
時
～

●
会
場
＝
高
山
八
幡
宮
境
内
●
内
容

＝
西
小
い
た
ず
ら
太
鼓
、
高
山
婦
人

会
の
踊
り
、
高
山
体
協
の
芝
居
、
カ

ラ
オ
ケ
、
お
楽
し
み
抽
選
会
ほ
か
●

問
合
せ
＝
高
山
地
区
体
協
・
村
山
（
☎

０
９
０
―
４
７
０
６
―
４
８
５
０
）

人
形
劇
『
キ
ナ
コ
ち
ゃ
ん

と
ダ
ン
ス
！
』

高
山
十
五
夜
ま
つ
り

●
日
時
＝
９
月
27
日
㈰
午
前
11
時
～

（
50
分
間
）
●
会
場
＝
川
治
公
民
館

●
入
場
料
＝
無
料
※
整
理
券
（
先
着

１
２
０
人
）
が
必
要
●
問
合
せ
＝
川

治
公
民
館
（
☎
７
５
２
―
２
２
２

３
）、
十
日
町
お
や
こ
劇
場
事
務
所
・

加
賀
書
院
（
☎
７
５
２
―
２
１
１
４
）

千
手
神
社
秋
季
大
祭

●
期
日
＝
９
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
●

会
場
＝
千
手
神
社
境
内
【
大
花
火
大

会
】
●
日
時
＝
９
月
５
日
午
後
７
時

30
分
～
●
打
上
場
所
＝
庚
塚
運
動
場

付
近
●
問
合
せ
＝
市
観
光
協
会
川
西

支
部
（
☎
７
６
８
―
４
９
５
１
）

奇
祭
　
小
白
倉
も
み
じ
引
き

●
日
時
＝
８
月
30
日
㈰
午
前
10
時
～

●
会
場
＝
小
白
倉
集
落
●
問
合
せ
＝

市
観
光
協
会
川
西
支
部
（
☎
７
６
８

―
４
９
５
１
）

い
っ
し
ょ
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
会
員
も
随
時
募
集
中
で
す
。
●

期
日
＝
９
月
27
日
㈰
●
会
場
＝
え
ち

ご
川
口
ホ
テ
ル
サ
ン
ロ
ー
ラ
（
川
口

町
）
※
送
迎
バ
ス
あ
り
●
対
象
＝
母

子
・
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の
皆
さ
ん

●
参
加
費
＝
２
、
０
０
０
円
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
７
５
０
―
５
０
１
０
）

健
康
講
座
＆
や
さ
し
い

美
術
活
動
報
告
会

十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

１
か
月
体
験
教
室

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
教

室
内
容
や
送
迎
バ
ス
利
用
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
●
期

間
＝
①
９
月
３
日
㈭
～
29
日
㈫
②
10

月
１
日
㈭
～
27
日
㈫
の
い
ず
れ
か
●

参
加
費
＝
期
間
内
に
１
回
受
講

：

１
、
５
０
０
円
、
４
回
受
講

：

５
、

２
０
０
円
、
回
数
無
制
限

：

８
、
８

０
０
円
●
会
場
・
問
合
せ
＝
十
日
町

体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
７

５
８
―
３
３
４
３
）

●
日
時
＝
９
月
12
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時
（
受
付
１
時
～
）
●
参
加

費
＝
無
料
●
定
員
＝
約
80
人
●
内
容

＝
【
健
康
講
座
】
講
演
「
病
院
運
営

の
あ
れ
こ
れ
」
塚
田
芳
久
さ
ん
（
十

日
町
病
院
長
）、
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー

ト
（
出
演

：

田
口
好
世
さ
ん
）【
や

さ
し
い
美
術
活
動
報
告
会
】
名
古
屋

造
形
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に

よ
る
活
動
報
告
●
会
場
・
問
合
せ
＝

十
日
町
病
院
（
７
５
７
―
５
５
６
６
）

べ
』
榎
戸
二
幸
さ
ん
（
箏
）、
島
岡

万
里
子
さ
ん
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
▼

第
２
部

：

記
念
講
演
会
『
縄
文
か
ら

未
来
に
繋つ
な

が
る
こ
こ
ろ
、
里
山
の
文

化
』
安
田
喜
憲
さ
ん
（
国
際
日
本
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）
●
問
合
せ

＝
と
ん
ぼ
ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
（
☎
０

９
０
―
９
３
７
９
―
８
４
０
７
）

サ
ー
ク
ル
「
や
っ
と
こ
」
「
つ
わ
ぶ
き
」

第
12
回
絵
手
紙
展

オ
カ
リ
ー
ナ
と
ピ
ア
ノ
の
夕
べ

　
お
寺
の
本
堂
に
響
く
オ
カ
リ
ナ
と

ピ
ア
ノ
の
音
色
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
●
日
時
＝
９
月
14
日
㈪
午
後
７

時
～
（
開
場
６
時
30
分
）
●
会
場
＝

円
通
寺
（
中
条
中
町
）
●
入
場
料
＝

１
、
０
０
０
円
●
出
演
＝
五
十
嵐
正

子
さ
ん
（
オ
カ
リ
ー
ナ
）、
二
村
希

一
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
●
曲
目
＝
「
鳥

の
歌
」「
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
」「
ア
マ
ポ

ー
ラ
」「
津
軽
の
ふ
る
さ
と
」
ほ
か

●
問
合
せ
＝
村
山
（
☎
７
５
５
―
２

１
１
４
）

藤
原
由
紀
乃

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

　
バ
ッ
ハ
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
な
ど

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
名
曲
の
旅
』
に
ご
案

内
し
ま
す
。
●
日
時
＝
９
月
12
日
㈯

午
後
７
時
～
（
開
場
６
時
30
分
）
●

会
場
＝
市
民
会
館
●
入
場
料
＝
２
、

０
０
０
円
（
当
日
２
、
５
０
０
円
）

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い
＝
中
央
公
民

館
・
各
地
区
公
民
館
、
イ
ト
ー
楽
器
、

　「
十
日
町
ま
る
ご
と
発
信
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時
＝
９
月
１
日
㈫
～
７
日
㈪
午

前
10
時
～
午
後
４
時
（
最
終
日
は
３

時
ま
で
）
●
会
場
＝
桃
林
堂
（
本
町

㈳
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

新
潟
県
支
部
妻
有
地
区

介
護
者
の
交
流
会

　
温
泉
や
お
し
ゃ
べ
り
で
ス
ト
レ
ス

を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
９
月
14

日
㈪
午
前
11
時
～
午
後
２
時
●
会
場

＝
千
手
温
泉
千
年
の
湯
●
参
加
費
＝

無
料
※
入
館
料
・
昼
食
代
は
各
自
で

負
担
（
昼
食
は
売
店
で
購
入
し
て
く

だ
さ
い
）
●
問
合
せ
＝
平
野
（
☎
７

６
８
―
２
９
０
８
）

発
達
障
が
い
で
困
っ
て
い
る

人
は
集
ま
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　
人
が
大
勢
集
ま
り
さ
ま
ざ
ま
な
会

話
が
飛
び
交
っ
て
い
る
中
で
は
意
識

が
分
散
し
て
な
か
な
か
会
話
に
入
れ

な
い
、
す
ぐ
に
疲
れ
て
し
ま
う
な
ど
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
悩
み
を

み
ん
な
で
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん

健
康
倶
楽
部
十
日
町

ふ
れ
あ
い
祭
り

●
日
時
＝
９
月
５
日
㈯
午
後
６
時
～

８
時
●
内
容
＝
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ

る
催
し
物
、
と
ん
汁
の
ふ
る
ま
い
、

屋
台
出
店
、
作
品
展
示
●
会
場
・
問

合
せ
＝
健
康
倶
楽
部
十
日
町
（
四
日

町
２
☎
７
５
２
―
７
２
９
５
）

日
㈫
ま
で
に
健
康
支
援
課
母
子
保
健

係
（
☎
７
５
７
―
９
７
５
９
）

ク
ロ
ス
10
ほ
か
●
問
合
せ
＝
田
口

（
☎
７
５
２
―
２
２
１
７
）

３
）
隣
り
●
問
合
せ
＝
田
口
（
☎
７

５
７
―
３
５
０
２
）

 「森の学校」キョロロ
　９月の里山体験プログラム

●参加費：大人500円、小・中・高生300円
　　　　　（一部無料プログラムあり）
●集合場所・問合せ：キョロロ ☎595-8311

※小学３年生以下は保護者の同伴が必要です

期 日 時　間・テーマ

５日㈯ 午前10時〜正午：チョウ調査会

６日㈰ 午後１時30分〜３時：森の昆虫探険

12日㈯ 午後１時30分〜４時：オトシブミ調査会

13日㈰ 午後１時30分〜３時：水生昆虫探険

19日㈯ 午後１時30分〜４時30分：花ごよみ調査

20日㈰ 午後１時30分〜３時：森と草地の昆虫探険

21日㈷ 午後１時30分〜３時：水生昆虫探険

22日㈷ 午後１時30分〜３時：土壌動物探険

23日㈷ 午後１時30分〜３時：山の幸探険

26日㈯ 午前５時30分〜８時30分：探鳥会

27日㈰ 午後１時30分〜３時：水生昆虫探険

16市報とおかまち『だんだん』平成21年8月25日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち『だんだん』平成21年8月25日号17

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



訪
問
介
護
員
養
成
研
修

２
級
課
程
受
講
者
募
集

か
。
●
日
時
＝
９
月
17
日
㈭
午
後
６

時
30
分
～
７
時
30
分
●
参
加
費
＝
無

料
●
会
場
・
問
合
せ
＝
障
が
い
者
地

域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら

（
☎
７
５
２
―
４
４
４
４
）

市
鳥
獣
被
害
防
止
モ
デ
ル
対

策
取
り
組
み
希
望
地
区
募
集

　
鳥
獣
被
害
を
受
け
て
い
る
集
落

で
、
集
落
全
体
で
鳥
獣
被
害
を
受
け

な
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い

と
こ
ろ
は
、
ぜ
ひ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
●
本
年
度
実
施
事
業
内
容
＝
講

習
会
の
開
催
、
集
落
内
の
調
査
及
び

農
作
物
や
果
樹
の
完
全
収
穫
へ
の
取

り
組
み
、
鳥
獣
の
捕
獲
器
材
の
設
置

な
ど
※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
被
害

の
大
き
い
と
こ
ろ
か
ら
順
次
実
施
し

ま
す
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
９
月
15

日
㈫
ま
で
に
農
林
課
農
業
振
興
係

（
☎
７
５
７
―
９
９
２
２
）

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

音
声
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
十
日
町
朗
読
サ
ー
ク
ル
で
は
、
目

（福）
十
日
町
市
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
募
集

ほ
く
ほ
く
線
元
気
ま
つ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

●
募
集
職
種
・
人
数
＝
正
規
職
員
１

人
●
受
験
資
格
＝
精
神
保
健
福
祉
士

（福）
妻
有
福
祉
会
職
員
急
募

　
21
年
10
月
１
日
採
用
の
嘱
託
職
員

を
募
集
し
ま
す
。
●
募
集
職
種
・
人

数
＝
訪
問
介
護
・
訪
問
入
浴
の
介
護

員
１
人
●
受
験
資
格
＝
訪
問
介
護
員

２
級
以
上
で
自
動
車
普
通
免
許
（
Ｍ

Ｔ
）
所
有
ま
た
は
取
得
見
込
み
の
人

（
介
護
福
祉
士
資
格
所
有
者
な
お
可
）

●
勤
務
場
所
＝
社
協
松
之
山
支
所
●

選
考
方
法
＝
１
次
試
験

：

書
類
選

考
、
２
次
試
験

：

面
接
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
９
月
10
日
㈭
ま
で
に
、
履

歴
書
・
作
文
（
介
護
事
業
に
つ
い
て

の
考
え
と
自
己
ア
ピ
ー
ル
を
４
０
０

字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
）・
修

了
証
書
な
ど
を
添
え
て
十
日
町
市
社

会
福
祉
協
議
会
本
所
（
〒
９
４
８
―

０
０
８
２
十
日
町
市
本
町
２
☎
７
５

０
―
５
０
１
０
）

　
よ
さ
こ
い
と
松
代
の
そ
ば
を
楽
し

む
ま
つ
り
で
す
。
当
日
の
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
ま
す
。
●
日
時
＝
10
月
11

日
㈰
午
前
８
時
～
午
後
５
時
●
会
場

＝
ほ
く
ほ
く
線
ま
つ
だ
い
駅
、
松
代

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
●
対
象
＝
市
内
在
住
の
60
歳
以

下
の
人
で
、
す
べ
て
の
課
程
を
受
講

で
き
、
会
場
ま
で
通
学
可
能
な
人
●

定
員
＝
30
人
（
申
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
●
会
場
＝
は
あ
と
ふ
る
川

西
（
社
協
川
西
支
所
）
●
受
講
料
＝

４
０
、
０
０
０
円
●
申
込
み
期
間
＝

９
月
10
日
㈭
～
18
日
㈮
午
前
９
時
～

午
後
５
時
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
専

用
申
込
み
用
紙
（
問
合
せ
先
・
社
協

各
支
所
に
配
置
）
を
十
日
町
市
社
会

福
祉
協
議
会
本
所
（
☎
７
５
０
―
５

０
１
０
）

の
資
格
を
有
し
、
自
動
車
普
通
免
許

が
あ
り
通
勤
可
能
な
人
●
勤
務
場
所

＝
妻
有
福
祉
会
の
障
が
い
者
福
祉
施

設
●
選
考
方
法
＝
１
次
試
験

：

書
類

選
考
、
２
次
試
験

：

面
接
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
専
用
の
申
込
用
紙
（
問
合

せ
先
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
配
置
）・

資
格
証
の
写
し
を
養
護
老
人
ホ
ー
ム

妻
有
荘
（
〒
９
４
９
―
８
５
２
５
十

日
町
市
幸
町
☎
７
５
８
―
２
０
５

０
）
※
問
合
せ
は
平
日
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時

本
町
通
り
●
資
格
＝
高
校
生
以
上
の

健
康
な
人
●
業
務
内
容
＝
①
よ
さ
こ

い
チ
ー
ム
の
受
付
②
よ
さ
こ
い
チ
ー

ム
の
招
集
・
誘
導
③
給
水
所
の
運
営

④
会
場
・
駐
車
場
の
整
理
※
休
憩
・

昼
食
あ
り
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
９

月
18
日
㈮
ま
で
に
松
代
公
民
館
（
☎

５
９
７
―
２
３
０
１
）

巡
回
相
談

全
国
一
斉
無
料
成
年
後
見

相
談
会

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
＝
毎
週
火
曜
日

●
博
物
館
＝
７
日
㈪
・
14
日
㈪
・
24

日
㈭
・
28
日
㈪

●
情
報
館
＝
７
日
㈪
・
14
日
㈪
・
24

日
㈭
・
28
日
㈪

●
市
総
合
体
育
館
＝
15
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
９
日
㈬
・
23

日
㈬

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
15
日
㈫
・
24
日
㈭
・

29
日
㈫

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
１
日
㈫
・
８

日
㈫
・
15
日
㈫
・
29
日
㈫

９
月
の
休
館
日

「
障
害
者
１
１
０
番
」

無
料
法
律
相
談
会

　
８
月
４
日
㈫
、
市
内
で
コ
イ
ヘ
ル

ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
（
Ｋ
Ｈ
Ｖ
）
病
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、

次
の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
①
釣
っ
た
コ
イ
、
飼
っ
て
い
る

コ
イ
は
ほ
か
の
川
や
池
な
ど
に
放
さ

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病

が
発
生
し
ま
し
た

　
８
月
は
市
・
県
民
税
第
２
期
、
国

民
健
康
保
険
税
第
５
期
及
び
介
護
保

　
南
魚
沼
児
童
相
談
所
と
知
的
障
害

者
更
生
相
談
所
で
は
、
発
達
の
遅
れ
・

療
育
手
帳
の
判
定
・
不
登
校
・
性
格

行
動
上
の
問
題
な
ど
、
児
童
や
18
歳

以
上
の
知
的
障
が
い
者
に
関
す
る
巡

回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
●
日
時
＝

10
月
５
日
㈪
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
会
場
＝
中
里
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
●
相
談
員
＝
児
童
福
祉
司
、
心

理
判
定
員
、
子
育
て
支
援
相
談
員
な

ど
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
９
月
14
日

㈪
ま
で
に
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
７
５
７
―
９
１
６
９
）

夢
の
あ
る 

未
来
を
築
く 

み
ん
な
の
税

８
月
の
納
税
・
納
付

　
高
齢
者
や
知
的
障
が
い
者
、
精
神

障
が
い
者
、
身
体
障
が
い
者
の
相
続
・

遺
言
・
介
護
・
福
祉
・
成
年
後
見
申

立
な
ど
の
問
題
に
、
司
法
書
士
及
び

社
会
福
祉
士
が
解
決
へ
向
け
て
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
厳
守
で
す
。
●
日
時
＝
９
月

19
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
４
時
●
会

場
＝
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
（
長

岡
市
）
※
事
前
に
予
約
が
必
要
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー

ト
に
い
が
た
（
☎
０
２
５
―
２
２
８

―
１
７
２
７
）

　
相
続
や
借
金
返
済
、
離
婚
な
ど
法

律
的
な
こ
と
に
つ
い
て
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
事
前
の
予
約
が
必
要
で

す
。
●
日
時
＝
９
月
16
日
㈬
午
後
１

【
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
科
】
●
期
間

＝
10
月
８
日
㈭
～
22
年
１
月
７
日
㈭

（
３
か
月
間
）
●
会
場
＝
魚
沼
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
南
魚
沼
市
）

●
対
象
＝
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
の
技
能
を

習
得
し
、
就
職
を
希
望
す
る
人
●
受

講
料
＝
無
料
※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
自

己
負
担
あ
り
●
定
員
＝
20
人
●
申
込

み
＝
９
月
９
日
㈬
ま
で
に
所
轄
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
●
問
合
せ
＝
県
立
魚
沼

テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
☎
０
２
５
―
７

９
４
―
２
４
１
０
）

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

10
月
入
校
生
募
集

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
な
ご
み

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
（福）
十
日
町
福
祉
会
で
は
、
㈶
Ｊ
Ｋ

Ａ
か
ら
21
年
度
競
輪
補
助
金
の
交
付

を
受
け
、
次
の
と
お
り
車
両
を
整
備

し
ま
し
た
。
●
事
業
名
＝
21
年
度
福

祉
車
両
の
整
備
●
整
備
車
両
＝
三
菱

デ
リ
カ
（
移
送
車
Ⅳ
）
１
台
●
事
業

費
総
額
＝
２
８
８
万
７
、
２
１
３
円

●
補
助
金
額
＝
１
７
２
万
５
、
０
０

０
円
●
施
設
名
称
＝
ワ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
な
ご
み
●
施
設
所
在
地
＝
十
日
町

市
八
箇
甲
３
５
４
番
地
７
●
完
了
年

月
日
＝
７
月
30
日
●
問
合
せ
＝
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
な
ご
み
（
☎
７
５
０
―

な
い
で
く
だ
さ
い
②
死
ん
だ
コ
イ
を

川
や
池
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
③

安
全
を
確
認
で
き
な
い
コ
イ
の
購
入

や
飼
育
は
避
け
て
く
だ
さ
い
※
詳
し

い
予
防
法
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
●
問
合
せ
＝
農
林
課
農

業
振
興
係
（
☎
７
５
７
―
９
９
２
２
）

の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
市
報
を
朗

読
し
パ
ソ
コ
ン
に
録
音
し
て
い
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
初
級
程
度
の
技
能
が

あ
り
、
市
報
の
録
音
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま

す
。
●
勉
強
会
＝
９
月
12
日
㈯
午
後

１
時
30
分
～
（
会
場

：

情
報
館
）
●

問
合
せ
＝
酒
井
（
☎
７
５
７
―
６
９

１
８
）

険
料
第
５
期
の
納
付
月
で
す
。
期
限

（
８
月
31
日
）
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
＝
税
務
課
・
介
護
国
保
課

時
～
３
時
●
会
場
＝
南
魚
沼
市
ふ
れ

愛
支
援
セ
ン
タ
ー
●
対
象
＝
障
が
い

の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
、
関
係
者
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
９
月
14
日
㈪
ま

で
に
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障
害
者
社
会
参
加
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進
セ
ン

タ
ー
（
☎
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０
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０
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※保護者の承諾を得て掲載しています

よい歯の子 住　所 保護者

牧 野 杏
きょう

香
か

（本町１上） 豊

藤 木 冬
とう

威
い

（本町５） 栄治

服 部 浩
こう

太
た

（高田町３西）栄太

小 林 一
いっ

平
ぺい

（丸山町） 啓介

小 林 佑
ゆ

紀
き

矢
や

（稲荷町４） 豊

村 山 愛
あ

純
ず

美
み

（西本町１） 広幸

小 西 鼓
つづ

海
み

（田中町東） 正樹

雲 野 鈴
り

音
ん

（上川町） 悟

藤 ノ 木 　 樹
いつき

（四日町新田３）正弘

小 海 南
みな

斗
と

（四日町２） 智

樋 熊 元
げん

輝
き

（中条島） 実

髙 橋 真
ま

帆
ほ

（北新田２） 章人

小 海 琉
る

貴
き

（春日町３） 康文

入 田 　 晟
じょう

（山本町３） 太

高 野 日
ひ

陽
なた

（山本町４） 貴光

福 島 奈
な

緒
お

（稲葉） 厚子

児 玉 成
せい

太
た

郎
ろう

（稲葉） 成一郎

吉 澤 里
り

桜
お

（北鐙坂３） 章人

服 部 龍
りゅう

之
の

介
すけ

（大黒沢東）しのぶ

宮 澤 優
ゆう

太
た

（南台） 昌平

田 村 伊
い

吹
ぶき

（上野） 龍也

金 子 茉
ま

奈
な

（元町） 和弘

高 橋 　 夢
ゆめ

（松代） 和広

草 村 優
ゆ

依
い

（松代） 和実

髙 橋 奈
な

央
お

（会沢） 洋一

長 澤 佳
か

奈
な

（天水島） 美枝子

むし歯のないよい歯の子
７月の３歳児健診を受けた子36人

９月10日は「下水道の日」です

◆受験講習会　期日：10月29日㈭　会場：長岡新産管理センター
◆試　　　験　期日：11月15日㈰　会場：長岡新産管理センター
◆申　込　み　申込み用紙を８月31日㈪〜９月11日㈮（土・日曜日を

除く）の午前８時30分〜午後５時30分に上下水道局（西
本町３・下水処理センター内）へ堤出

排水設備責任技術者
試験・講習会
（中越地区）

◆問合せ：上下水道局　　☎ 757-3115

９月10日は「下水道の日」です〜やさしさと　
　　自然を結ぶ　下水道〜

　下水道の日は、1961年に日本の下水道の普及率を向上させようと始まりました。

　下水道法では、「公共下水道の使用が開始された場合は、排水区域内の土地の所有者・

使用者は３年以内に水洗トイレに改造し、下水道へ流入させるための排水設備を設置し

なければならない」と明記されています。

　市では、くみ取り便所の水洗化とともに、浄化槽を使用している人にも３年以内に下

水道に接続するようお願いしています。１日も早い下水道への接続をお願いします。

１
０
１
０
）
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お知らせ・ガイド
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



十日町本庁（代表） 
☎757-3111 

川西支所（市民課直通） 
☎768-4956

中里支所（市民課直通） 
☎763-3121 

松代支所（市民課直通） 
☎597-2221 

松之山支所（市民課直通） 
☎596-2169 

健康相談・休日救急医・離乳食教室・乳幼児健診・定期予防接種の問合せ

2009年9月 September2009年9月 September

(高)

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

本町クリニック 本町３ 750-1160

津南病院 津南町 765-3161

山口医院 袋町中 752-2174

大熊内科医院 山本町１ 752-7066

上村病院 田中 763-2111

山口医院 下条中央通り 755-2003

たかき医院 土市５ 758-2361

倉俣診療所 芋川 763-2147

庭野医院 寿町４ 752-2711

池田医院 本町西１ 752-2581

●休日救急医 ●離乳食教室

●乳幼児健診

◎会　場…十日町保健センター
◎持ち物…母子健康手帳、問診票、
　　　　　フッ素塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）
　　　　　視聴覚アンケート（３歳６か月児のみ）
　　　　　着替えやおむつなど必要なもの
◎対象の期日に受診できなかったときは、住んでいる
　地域に応じて本庁または各支所へ連絡してください。
◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りますの
　で、届かない人は本庁へ連絡してください。
◎健診終了時間が遅くなることがあります。ゆとりを
　もって来てください。

●診療受付時間：午前８時30分〜正午、午後１時〜５時 事業名 対象児 開 催 日

離乳のはじめて
コース

２か月〜４か月児 ２日㈬

ステップアップ
コース

６か月〜９か月児 18日㈮

会　　場　十日町保健センター

受付時間　午前９時45分〜10時

　　　　　直接会場へおいでください

持 ち 物　母子健康手帳・筆記用具

●健康相談 保健師による相談

期　日 会場 受付時間

７日㈪・14日㈪ 十日町保健センター 午前9時30分〜11時30分

３日㈭ 吉田公民館 午前9時30分〜11時30分

14日㈪ 松代支所 午前9時〜11時

18日㈮ 水沢公民館 午前9時30分〜11時30分

25日㈮
中条公民館 午前9時30分〜11時30分

下条公民館 午前9時30分〜11時30分

28日㈪
中里支所 午前9時〜11時30分

松之山支所 午前8時30分〜11時30分

29日㈫ 川西支所 午前9時〜11時

※健康手帳のある人は持参してください

●乳幼児の健康相談 対象は乳幼児とその保護者です

期　日 会場 受付時間

９日㈬ 千手中央コミュニティセンター
午前９時30分〜正午
午後１時〜２時30分

10日㈭

子育て支援センター「くるる」 午前10時〜11時30分

子育て支援センター「きらりん」 午前10時〜11時

松之山保育園 午前９時〜11時

29日㈫ 松代保育園 午前９時〜11時30分

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

30日㈬
午後１時
　〜１時30分

21年５月
生まれの

乳 児

10か月児
身体測定

30日㈬ 午前９時〜10時
20年11月
生まれの

乳 児

１歳６か月児
健診

16日㈬
午後１時
　〜１時30分

20年３月
生まれの

幼 児

２歳６か月児
身体測定

24日㈭
午前９時
　〜９時30分

19年３月
生まれの

幼 児

３歳６か月児
健診

17日㈭
午後１時
　〜１時30分

18年３月
生まれの

幼 児

６日㈰

13日㈰

20日㈰

27日㈰

21日㈷

23日㈷

22日㈷

対象
地区

川　西
中　里
松　代
松之山

川　治
六　箇
水　沢

十日町
中　条
吉　田
下　条

実施日 ９月28日㈪ 10月２日㈮ 10月７日㈬ 10月９日㈮

・会　　場　十日町保健センター

・受付時間　午後２時〜２時45分（２時30分接種開始）

・対象年齢　生後３か月以上７歳６か月未満

※事前の予約は必要ありません。
※お子さんの体調などにより対象地区の指定日以外でも接種は受けら

れますが、できるだけ指定日を守ってください。
※ポリオ予防接種後４週間はほかの予防接種は受けられません。ＢＣ

Ｇ予防接種と接種時期が重なる場合は、ＢＣＧ予防接種を先に受け
ましょう。

　市では、お子さんが①〜③に該当する場合は接種を見合わせ
ています。ご注意ください。
①下痢をしている場合
②ひきつけ（けいれん）をおこしてから１年未満の場合（ただし、
　６か月を経過しており、かかりつけ医の許可があれば接種で
　きます）
③病気が治ってから、次の間隔があいていない場合

【集団接種を受けるときの注意点】

病　　　名 接種できるまでの間隔

麻しん（はしか）、風しん、水痘（水ぼうそう）、
おたふくかぜ、百日せき、インフルエンザ

治ってから４週間

突発性発疹、手足口病、伝染性紅
斑、とびひ、感染性腸炎

治ってから２週間

か　　　ぜ
発熱などの急性期の症状が
治まってから１週間

そ　の　他
治ってからおおむね２週間（かか
りつけ医の許可をもらいましょう）

※これは集団接種の場合の注意点です。個別接種の場合は、かかりつけ医に相談しましょう。

●ポリオ予防接種（秋期）を「集団接種」で実施します

●乳幼児・学童・生徒の定期予防接種
●次の予防接種は、医療機関で接種を受ける「個別接
　種」で実施しています

・事前に予約が必要です。個別接種協力医療機関に直接予約し
て接種を受けてください。

・接種は通年実施しています。

【個別接種を受けるときの注意点】

予防接種の種類 対象年齢 会場

ＢＣＧ 生後６か月未満 　
　
個
別
接
種

　
　
　
　
協
力
医
療
機
関

三種混合第１期 生後３か月以上７歳６か月未満

二種混合第２期 11歳以上13歳未満

日本脳炎第１期※ 生後６か月以上７歳６か月未満

日本脳炎第２期※ ９歳以上13歳未満

麻しん
風しん

第１期 １歳以上２歳未満

第２期 小学校就学の前年度（１年間）

第３期 中学１年生相当年齢（１年間）

第４期 高校３年生相当年齢（１年間）

※日本脳炎予防接種は、厚生労働省の通知により接種勧奨を控えています
が、対象者の保護者が希望する場合は予防接種を受けることができます。
希望する人は個別接種協力医療機関または健康支援課へご相談ください。

◆持参するもの
・母子健康手帳（忘れると接種できません）
・予診票・体温計・筆記用具
◆注意事項
・出生後にお渡しした「予防接種と子どもの健康（小冊子）」

を必ず読んできてください。
・対象年齢、ほかの予防接種との間隔に注意してください。
・受付時間を守ってください。遅れると接種できないことが

あります。
・接種料金は無料（市が負担）です。ただし、対象年齢以外

での接種は自費（任意接種）となります。
◆その他
・予診票のつづりと「予防接種と子どもの健康」は、生後２

〜３か月ころにうかがう『こんにちは赤ちゃん訪問』でお
届けします。

●心配ごと相談
　会場：社会福祉協議会（本所・支所）
　時間：午後１時30分〜４時
 　▽十日町本所　毎週木曜日
 　▽松代支所　　４日㈮　  ▽松之山支所　８日㈫
 　▽中里支所　　18日㈮　 ▽川西支所　　29日㈫

問合せ　社会福祉協議会　☎750-5010

●期日・会場　23日㈷　リオン・ドール

●受付時間　午前10時〜正午、午後１時〜３時30分

●問合せ　健康支援課地域医療係　☎757-3719

●高年齢者職業相談
　おおむね45歳以上が対象です　※21日㈷〜23日㈷は休み
　毎週月〜金曜日　午前９時〜午後５時
　会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）

●ジョブカフェ（若者のための仕事相談）
　おおむね30代半ばまでが対象です　※要予約
　３日㈭・17日㈭　午前10時〜午後４時
　会場：本町分庁舎　☎757-3139

●定例行政相談
　毎月第２金曜日　午前10時〜正午
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●行政相談
　【川西地域】29日㈫　午後１時30分〜４時
     　　　　  会場：はあとふる川西
　【中里地域】19日㈯　午後１時30分〜３時30分
     　　　　  会場：中里支所

●法律相談　電話で市民生活課市民係へ要予約
　３日㈭・10日㈭・17日㈭　午後１時30分〜４時 
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●多重債務相談
　電話で市民生活課環境政策室生活環境係へ要予約
　９日㈬　午後１時30分〜４時30分
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●消費者相談
　７日㈪・14日㈪・28日㈪　午後１時30分〜４時
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
　10日㈭・24日㈭　午前10時〜正午、午後１時〜３時
　会場：クロス10

●教育・少年相談
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前９時〜午後５時　会場：教育センター（情報館内）
　※電話相談（☎756-5010）も行っています

●女性相談専用電話
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前８時30分〜午後５時30分　☎757-3701

●日　時　８日㈫　午後２時〜４時

●会　場　津南町役場

●医　師　山下医師（山下メンタルクリニック）

●申込み・問合せ

十日町地域振興局健康福祉部地域保健課 ☎757-2402

●こころの健康相談●全血献血

(入)

▼
５
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
、
２
つ

の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
谷
亮
子
さ
ん
は
、

か
つ
て
「
最
高
で
も
金
、
最
低
で
も
金
」
と

発
言
、
念
願
で
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
優
勝
へ

の
思
い
を
表
し
ま
し
た
。
以
後
も
、「
田
村

で
も
金
、
谷
で
も
金
」「
マ
マ
で
も
金
」
な

ど
の
名
ぜ
り
ふ
を
残
し
、
世
界
一
へ
の
飽
く

な
き
思
い
を
は
せ
続
け
、
あ
き
ら
め
ず
に
目

標
へ
突
き
進
む
姿
に
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

一
方
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
大
会
柔
道
男
子
60
㎏
級

に
出
場
し
た
越
野
忠
則
さ
ん
は
優
勝
を
期

待
さ
れ
た
中
、
３
位
と
い
う
結
果
に
終
わ

り
ま
し
た
。
試
合
後
、「
俺
よ
り
強
い
や
つ

が
い
た
よ
、
そ
れ
だ
け
」
と
の
コ
メ
ン
ト

を
残
し
、
ニ
ヤ
リ
と
笑
っ
た
そ
の
姿
に
は
、

す
が
す
が
し
い
潔
さ
を
感
じ
ま
し
た
。▼「
あ

き
ら
め
な
い
こ
と
」、「
潔
い
こ
と
」、
こ
の

対
極
を
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
ひ
の
き
舞

▼
前
回
の
市
報
の
表
紙
は
い
か
が
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。
通
常
は
縦
位
置
の
写
真
を
使

い
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
横
の
方
が
全
体

を
表
現
で
き
る
と
思
っ
た
た
め
、
前
回
だ

け
は
横
に
し
ま
し
た
。
▼
よ
う
や
く
夏
ら

し
く
な
っ
た
日
曜
日
、
大
地
の
芸
術
祭
巡

り
に
出
か
け
て
き
ま
し
た
が
、
ど
こ
に
行
っ

て
も
、
地
元
の
人
た
ち
に
温
か
く
迎
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
冷
た
い
お
茶
は
も
ち
ろ

ん
、
ち
ま
き
の
試
食
や
地
元
で
採
れ
た
野

菜
ま
で
ご
ち
そ
う
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
で
確
認
を
し
た
ら
、
こ
う
し
た
も
て
な

し
事
業
が
市
内
に
68
か
所
あ
る
そ
う
で
す
。

中
に
は
芸
術
祭
の
期
間
中
ほ
と
ん
ど
毎
日
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
案
内
所
に
通
っ
て
い
る

人
も
い
ま
し
た
。本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

台
で
体
現
し
た
二
人

の
生
き
ざ
ま
を
ど
う

と
ら
え
る
か
？
こ
れ

も
ま
た
、
一
興
か
と
。

こ
う
し
た
取
り
組
み

が
大
地
の
芸
術
祭
の

本
当
の
財
産
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
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こ
ん
ぱ
す
の
会

雪
国
の
里
山
自
然
公
園
作
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
ん
ぱ
す
の
会
（
阿
部
久
司
代
表
）

は
、
平
成
10
年
に
地
域
の
有
志
が
集
ま
り
発

足
し
ま
し
た
。
川
治
上
町（
通
称
中
山
地
内
）

で
整
備
し
て
い
る
自
然
公
園
は
「
こ
ん
ぱ
す

の
森
」
と
名
付
け
ら
れ
、
下
草
刈
り
や
倒
木

の
整
理
か
ら
始
ま
り
、
桜
を
植
え
る
な
ど
の

活
動
を
経
て
、
現
在
の
形
に
な
り
ま
し
た
。

事
務
局
を
務
め
る
羽
鳥
新
吉
さ
ん
（
川
治

上
町
２
・
58
歳
）
は
、「
会
員
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
で
整
備
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
最

初
の
こ
ろ
は
何
を
作
る
の
か
は
っ
き
り
理
解

で
き
な
く
て
、
み
ん
な
の
気
持
ち
を
ま
と
め

る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。
そ

れ
で
も
「
子
ど
も
の
こ
ろ
の
遊
び
の
延
長
で

や
っ
て
き
ま
し
た
。
作
業
の
後
で
飲
む
ビ
ー

ル
が
最
高
」
と
、
こ
れ
ま
で
の
苦
労
を
振
り

返
り
ま
す
。「
自
然
公
園
作
り
の
第
一
段
階

は
完
成
し
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
こ

こ
を
利
用
し
て
、
地
区
住
民
や
ほ
か
の
地
域

の
人
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

交
流
の
広
が
り
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、
前
回
の
大
地
の
芸
術
祭
で
作
家
や
こ
へ

び
隊
な
ど
若
い
人
た
ち
と
か
か
わ
っ
た
こ

と
。
今
回
の
芸
術
祭
で
も
作
品
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
こ
ん
ぱ
す
の
会
」
の
活

動
か
ら
、交
流
体
験
を
積
極
的
に
目
指
す「
雪

ふ
る
里
村
」
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
自
分
た
ち

も
楽
し
み
な
が
ら
、
地
域
と
の
か
か
わ
り
を

大
事
に
す
る
「
こ
ん
ぱ
す
の
会
」
の
活
動
は
、

ど
ん
ど
ん
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

₁₇

●
問
合
せ
　
こ
ん
ぱ
す
の
会
事
務
局
　
羽
鳥
新
吉

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

８
９
６
４

　「
こ
ん
ぱ
す
」
の
名
前
は
、
①
地
域
づ
く
り
の
羅
針
盤
、
②
円
を
描
く
コ
ン
パ
ス

か
ら
、
地
域
を
丸
く
し
た
い
、
③
人
の
足
を
意
味
す
る
コ
ン
パ
ス
か
ら
、
み
ん
な
と

歩
調
を
合
わ
せ
る
、
と
い
う
意
味
を
込
め
て
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
ん
ぱ
す
の
森
の

整
備
に
取
り
組
み
、
地
域
の
振
興
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
こ
ろ
の
楽
し
さ
を
も
う
一
度

　大地の芸術祭ではこへび隊との交流を行いました。

　

桜
も
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
紅
し
だ
れ

桜
、
大
山
桜
な
ど
、
数
種
類
を
植
え

ま
し
た
。

　大地の芸術祭の案内所は「こんぱ
すの会」と「雪ふる里村」が合同で
手作りで作り上げました。

　現在のこんぱすの森。雪国にふさ
わしい植物が植えられています。
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